
清水わき 心ふれあう 嘉島町

　
全
国
町
村
会
長
を
務
め
る
荒
木
泰
臣

町
長
（
72
）
の
会
長
再
選
が
決
ま
り
ま

し
た
。
２
期
目
の
任
期
は
７
月
31
日
か

ら
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
会
長
選
挙
は
６
月

24
日
に
立
候
補
の
受
け
付
け
が
締
め
切

ら
れ
、
九
州
は
じ
め
、
西
日
本
か
ら
東

北
・
北
海
道
ま
で
全
国
の
各
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
推
薦
さ
れ
た
荒
木
町
長
が
無
投
票

で
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
期
目
を
迎
え
る
荒
木
町
長
は
新
た

な
時
代
「
令
和
」
の
始
ま
り
を
踏
ま
え
、

「
人
口
減
少
、
少
子
・
高
齢
化
な
ど
全

国
の
町
村
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
を
真

摯
（
し
ん
し
）
に
図
り
、明
る
く
安
全
・

安
心
な
令
和
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　
荒
木
町
長
は
今
年
１
月
の
町
長
選
で

無
投
票
９
選
を
果
た
し
た
ば
か
り
。
熊

本
県
町
村
会
長
に
は
２
０
０
５
年
に
就

任
し
て
現
在
、
７
期
目
。
全
国
町
村
会

で
は
財
政
部
会
長
や
副
会
長
、
会
長
代

行
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
、
17
年
の
会

長
選
で
無
投
票
初
当
選
、
第
21
代
会
長

に
就
任
し
て
い
ま
す
。
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写
真
右
は
嘉
島
町
初
の
献
穀
事
業
の
御
田

植
祭
。
続
い
て
時
計
回
り
に
▽
競
う
よ
う
に

咲
く
町
内
の
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
▽
イ
オ
ン
モ
ー

ル
熊
本
で
催
さ
れ
た
「
国
際
ス
ポ
ー
ツ
イ

ヤ
ー
が
や
っ
て
く
る
」
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
▽

町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
９
人
制
大
会
か
ら―

さ
て
、

待
ち
望
ま
れ
て
い
る
の
は…

。

待望

全国町村会
会　　　長

荒
木
町
長
の

再
選
決
ま
る



地
、
鯰
・
浮
明
団
地
に
関
し
、
本

定
例
会
に
住
宅
建
設
工
事
な
ど
の

変
更
契
約
を
お
諮
り
し
て
い
ま
す
。

　

◆
住
ま
い
の
再
建
四
つ
の
支
援

策　

５
月
末
現
在
で
、

・
転
居
費
用
助
成
３
２
０
件

・�

民
間
賃
貸
住
宅
入
居
支
援
助

成
24
件

・�

住
ま
い
の
再
建
支
援
（
利
子
助

成
）
59
件

・�

リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
利
子

助
成
０
件

　

転
居
費
用
と
民
間
賃
貸
住
宅
入

居
支
援
を
合
わ
せ
て
３
６
８
０
万

円
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

◆
町
に
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
の

追
加
配
分　

県
の
追
加
配
分
に
併

せ
、
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
３

１
７
０
万
円
を
追
加
配
分
し
、
全

体
で
３
６
２
８
万
円
の
配
分
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
か
ら
の
配
分
額
を
合

わ
せ
る
と
総
額
７
億
３
７
８
万
円

の
義
援
金
を
配
分
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
県
の
新
た
な
追
加
配
分
で

あ
る
住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
配

分
は
６
月
上
旬
に
対
象
者
へ
通
知

し
、
申
請
受
け
付
け
を
行
い
配
分

す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
復
興
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

て
平
成
が
飛
躍
の
時
代
と
な
っ
た

の
は
、
議
会
や
町
民
の
皆
さ
ん
と

町
が
一
致
結
束
し
て
取
り
組
ん
だ

町
づ
く
り
の
成
果
で
あ
り
、
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
飛

躍
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
な
く
、

令
和
へ
と
受
け
継
い
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

被
災
者
の
入
居
が
９
月
に
も
始
ま

る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
西
小
の
校
舎
整
備
に
乗
り
出

す
方
針
も
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
満
田
和

浩
、
園
田
義
宣
、
増
岡
司
、
川
野

伸
一
、
森
田
義
雄
、
鍋
田
平
の
６

議
員
が
登
壇
し
、
町
づ
く
り
構
想

や
町
道
整
備
、
通
学
路
の
安
全

対
策
な
ど
に
つ
い
て
執
行
部
の
見

解
を
た
だ
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は

「
議
会
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

嘉
島
町
議
会
の
令
和
元
年
第
２

回
定
例
会
は
６
月
４
～
６
日
の
３

日
間
の
日
程
で
開
か
れ
、
元
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
案
は
じ
め
追

加
提
案
を
含
む
全
15
議
案
（
条
例

９
件
、
予
算
２
件
、
そ
の
他
４

件
）
を
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
、

承
認
し
ま
し
た
。

　

元
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
総

額
55
億
３
８
７
１
万
７
千
円
へ
４

８
０
８
万
９
千
円
の
追
加
補
正
。

条
例
で
は
町
文
化
財
セ
ン
タ
ー
新

設
に
伴
う
設
置
条
例
や
地
方
自
治

法
に
基
づ
い
て
副
町
長
を
置
か
な

い
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
人

権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
飯
田
鋭
之

氏
（
57
）
＝
上
島
＝
を
適
任
と
し

ま
し
た
。

　

町
政
報
告
で
、
荒
木
町
長
は
町

の
災
害
公
営
（
復
興
）
住
宅
へ
の

　

新
た
な
時
代
「
令
和
」
が
幕
を

開
け
て
１
カ
月
余
り
。
一
連
の
皇

室
行
事
に
参
列
し
、
時
代
の
変
わ

り
目
に
立
ち
会
え
た
こ
と
を
光
栄

に
思
う
と
同
時
に
、
令
和
が
素
晴

ら
し
い
時
代
に
な
る
よ
う
に
願
わ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

振
り
返
っ
て
、
嘉
島
町
に
と
っ

い
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
被
災
者
の
見

守
り
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
仮
設
住
宅
の
集
約
に
つ
き

ま
し
て
は
、
防
犯
面
と
維
持
管
理

面
か
ら
、
入
居
者
が
減
少
す
る
災

害
公
営
住
宅
の
入
居
開
始
時
期
を

一
つ
の
目
安
と
し
て
検
討
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　

◆
災
害
公
営
住
宅　

12
月
ま
で

に
計
画
し
た
４
団
地
が
完
成
す
る

予
定
で
す
。
な
お
上
島
・
蔵
園
団

　
【
３
月
定
例
会
以
降
】

熊
本
地
震
か
ら
の
復
興

　

◆
応
急
仮
設
住
宅
の
入
居
状
況

　
　

建
設
型
仮
設
住
宅
が
５
月
末

現
在
、
74
世
帯
の
１
５
７
人
、
み

な
し
仮
設
住
宅
は
16
世
帯
の
47
人
、

全
体
で
90
世
帯
２
０
４
人
と
な
っ

て
お
り
、
継
続
し
て
地
域
支
え
合

　
【
主
な
一
般
会
計
補
正
予
算
】

●
幼
児
教
育
無
償
化
関
連
費

１
１
４
５
万
７
千
円

●
強
い
農
業
・
担
い
手
づ
く

り
総
合
支
援
交
付
金

１
０
４
８
万
８
千
円

●
道
路
改
良
費
（
下
仲
間
城

南
橋
線
・
滝
河
原
下
仲
間
線
）

１
０
７
０
万
円

●
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費

５
０
６
万
７
千
円

令和となって初の町議会で町政報告を
行う荒木町長

荒
木
町
長　
町
政
報
告

↑

文化財センター設置条例も

嘉
島
町
議
会　
令
和
元
年
第
２
回
定
例
会

4808万 9000円追加
元年度　町一般会計予算
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熊
本
中
央
一
般
廃
棄
物

処
理
施
設
整
備
促
進
協
議
会

　

新
施
設
の
建
設
用
地
が
決
定
し

測
量
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

３
月
28
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
協

議
会
に
お
い
て
、
令
和
７
年
の
新

施
設
稼
働
を
目
指
し
た
基
本
計
画

は
用
地
取
得
、
環
境
ア
セ
ス
な
ど

に
時
間
を
要
す
る
た
め
、
令
和
12

年
稼
働
に
計
画
変
更
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

現
在
こ
れ
に
伴
い
現
施
設
の
延

命
化
、
業
務
委
託
な
ど
効
率
性
の

検
討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

し
て
は
、
３
月
22
日
に
事
業
推
進

協
議
会
を
立
ち
上
げ
献
穀
者
を
募

り
ま
し
た
が
希
望
者
が
な
く
、
献

穀
田
の
条
件
を
考
慮
し
て
坂
井
信

房
、
靖
子
ご
夫
妻
に
お
願
い
し
、

お
受
け
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

５
月
14
日
に
は
地
元
井
寺
区
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、
議
会

の
皆
さ
ま
方
を
は
じ
め
多
く
の
来

賓
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
清
祓

（
き
よ
は
ら
い
）
お
よ
び
播
種
祭

（
は
し
ゅ
さ
い
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
６
月
16
日
に
御
田
植

祭
、
10
月
上
旬
に
抜
穂
祭
、
10
月

中
旬
に
奉
告
祭
な
ど
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ま
す
。

　

西
小
校
区
で
は
地
震
の
影
響
で

学
童
施
設
の
一
部
を
解
体
し
手
狭

な
状
況
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
今

年
度
、
学
校
北
側
に
新
た
に
木
造

２
階
建
て
で
４
ク
ラ
ス
の
学
童
施

設
の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
伴
っ
て
現
在
学
童
施
設
と
し

て
使
用
し
て
い
る
旧
幼
稚
園
舎
を

解
体
し
、
そ
の
用
地
を
利
用
し
て

校
舎
の
増
改
築
を
行
う
方
向
性
で

検
討
し
て
い
ま
す
。

お
り
、
全
校
児
童
数
４
６
０
人
で

昨
年
よ
り
７
人
の
増
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

嘉
島
中
は
、
93
人
の
新
入
生
で
、

全
校
生
徒
数
２
５
２
人
と
昨
年
よ

り
21
人
の
増
加
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
子
育
て
世
代
の

転
入
に
よ
り
年
々
児
童
生
徒
数
が

増
加
し
、
就
学
前
の
待
機
児
童
の

解
消
と
共
に
、
学
童
保
育
（
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
）
と
併
せ
た
学
校

施
設
の
整
備
も
課
題
と
な
っ
て
い

町
内
の
児
童
生
徒

今
年
度
の
就
学
状
況

　

東
小
は
、
昨
年
を
上
回
る
43
人

の
新
入
児
童
を
迎
え
、
１
学
年
２

学
級
の
学
級
編
成
と
な
っ
て
お
り
、

全
校
児
童
数
も
１
９
４
人
で
昨
年

よ
り
34
人
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

西
小
は
、
新
入
児
童
81
人
、
１
学

年
３
学
級
の
学
級
編
成
と
な
っ
て

↑国
民
健
康
保
険

保
険
者
努
力
支
援
制
度

　

昨
年
４
月
か
ら
熊
本
県
が
国
民

健
康
保
険
の
保
険
者
と
な
り
、
国

保
財
政
運
営
の
責
任
主
体
で
中
心

的
な
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
同
時
に
開
始
さ
れ
た
保
険

者
の
取
り
組
み
を
評
価
す
る
国
民

健
康
保
険
者
努
力
支
援
制
度
に
お

い
て
、
昨
年
度
は
熊
本
県
で
嘉
島

町
が
２
位
に
な
り
ま
し
た
。

　

支
援
制
度
の
評
価
に
よ
る
配
分

金
は
、
全
額
が
町
の
国
民
健
康
保

険
会
計
に
充
当
さ
れ
、
国
保
加
入

者
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　

健
全
な
国
保
財
政
の
運
営
の
た

め
に
は
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
の
協

力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
自
分
の

健
康
を
自
分
で
守
る
た
め
に
も
皆

献
穀
事
業

�

　

皇
室
行
事
の
新
嘗
祭
（
に
い
な

め
さ
い
）
は
、
毎
年
11
月
23
日
に

天
皇
陛
下
が
新
穀
を
神
々
に
備
え

ら
れ
、
ご
自
身
も
食
さ
れ
る
収
穫

と
感
謝
の
祭
典
で
あ
り
、
こ
の
お

祭
り
に
供
す
る
コ
メ
と
ア
ワ
が
全

国
の
都
道
府
県
の
農
家
か
ら
奉
献

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
新
天
皇

即
位
の
年
で
あ
る
た
め
、
新
嘗
祭

は
秋
に
行
わ
れ
る
予
定
の
大
嘗

祭
（
だ
い
じ
ょ
う
さ
い
）
と
な

り
、
庭
積
（
に
わ
つ
み
）
の
机
代

物
（
つ
く
え
し
ろ
も
の
）
と
し
て

さ
ま
に
は
住
民
健
診
を
受
診
し
て

い
た
だ
き
、
重
症
化
予
防
な
ど
、

町
と
町
民
が
連
携
し
健
康
づ
く
り

を
さ
ら
に
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

コ
メ
と
ア
ワ
を
供
納
い
た
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

嘉
島
町
に
お
い
て
初
め
て
の
取

り
組
み
と
な
る
本
事
業
に
つ
き
ま

下
水
道
事
業

　

東
部
台
地
の
開
発
に
か
か
る

嘉
島
１
・
２
号
汚
水
幹
線
管
渠

（
き
ょ
）
築
造
工
事
６
本
が
全
て

竣
（
し
ゅ
ん
）
工
し
て
お
り
、
芝

原
地
区
の
管
渠
新
設
工
事
も
３
月

に
竣
工
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
予
定
と
し
ま
し
て
は
、

西
村
地
区
の
災
害
公
営
住
宅
ま
で

の
管
渠
築
造
工
事
に
か
か
る
住
民

説
明
会
を
５
月
14
日
に
開
催
し
７

月
に
着
工
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
庄
嶋
土
山
線
お
よ
び

「
ゆ
う
す
い
の
杜
（
も
り
）」
の

第
１
工
区
に
か
か
る
管
渠
築
造
工

事
を
10
月
に
発
注
予
定
し
て
お
り
、

設
計
に
つ
き
ま
し
て
は
上
仲
間
地

区
の
詳
細
設
計
業
務
を
６
月
に
発

注
予
定
で
す
。

芝
原
土
地
区
画
整
理
事
業

　

４
月
18
日
に
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
嘉

島
店
が
オ
ー
プ
ン
し
、
南
側
の
複

合
商
業
ス
ペ
ー
ス
で
は
Ｈ
Ｉ
ヒ
ロ

セ
の
起
工
式
が
５
月
15
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
６
月
中
旬
に

は
そ
の
他
の
店
舗
や
住
宅
展
示
場

が
着
工
予
定
で
、
年
末
に
は
に
ぎ

わ
い
の
あ
る
街
並
み
が
出
来
上
が

る
予
定
で
す
。

企
業
誘
致

　

下
仲
間
・
上
仲
間
地
区
計
画
区

域
に
お
い
て
、
去
る
３
月
28
日
に

新
興
運
送
、
並
び
に
４
月
３
日
に

倉
岡
紙
工
が
そ
れ
ぞ
れ
着
工
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
４
月
23
日
に

は
熊
本
交
通
運
輸
の
定
温
倉
庫
が

竣
工
し
、
同
地
区
内
に
は
他
に
も

企
業
進
出
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
産
業
振
興
、
雇
用
創

出
、
定
住
促
進
に
取
り
組
み
、
さ

ら
に
町
の
発
展
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
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７
月
21
日
（
日
）
は

　
　

参
議
院
議
員
選
挙
の

　
　
　
　

投
票
日
で
す

○
投
票
時
間

　
　

午
前
７
時
～
午
後
８
時

○
投
票
所

・
第
１
投
票
所

　
　

嘉
島
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
第
２
投
票
所

　
　

嘉
島
町
東
老
人
憩
い
の
家

・
第
３
投
票
所

　
　

嘉
島
西
小
学
校
体
育
館

・
第
４
投
票
所

　
　

下
仲
間
公
民
館

　

期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
投
票
所
に
行
け

な
い
方
は
期
日
前
投
票
や
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。

○
期
間　

７
月
５
日
（
金
）
～
７

月
20
日
（
土
）
の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
８
時

○
期
日
前
投
票
所　

嘉
島
町
役
場

２
階
大
会
議
室

　

※
選
挙
権
を
有
す
る
方
で
、
投

票
所
入
場
券
（
は
が
き
）
が
届
い

て
い
な
い
方
、
紛
失
さ
れ
た
方
も

投
票
で
き
ま
す
。

　

嘉
島
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

員
相
互
の
交
流
と
情
報
交
換
を
引

き
続
き
図
る
令
和
元
年
度
の
事
業

計
画
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

　

新
加
入
の
熊
本
交
通
運
輸
、
九

州
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
の
２
社
の
紹
介

も
行
わ
れ
、
松
本
新
会
長
は
「
熊

本
南
工
業
団
地
、
嘉
島
リ
バ
ゾ
ン

の
両
協
同
組
合
を
核
に
企
業
間
の

交
流
を
深
め
て
い
く
」
と
抱
負
を

語
り
ま
し
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で

副
会
長
に
は
嘉
島
リ
バ
ゾ
ン
理
事

長
の
江
越
征
記
・
大
堂
開
発
代
表

取
締
役
社
長
、
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー

ル
九
州
熊
本
工
場
の
大
下
勝
巳
工

場
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

同
連
絡
協
顧
問
の
荒
木
町
長
が
町

内
情
勢
、
県
企
業
立
地
課
の
深
川

元
樹
課
長
が
県
内
の
企
業
環
境
、

動
向
な
ど
を
報
告
。
議
事
で
は
会

　

嘉
島
町
進
出
企
業
連
絡
協
議
会

の
定
期
総
会
が
６
月
12
日
、
上
島

の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
で
開
か
れ
、

新
会
長
に
熊
本
南
工
業
団
地
協
同

組
合
理
事
長
の
松
本
修
一
・
プ
レ

シ
ー
ド
代
表
取
締
役
社
長
を
選
出

し
ま
し
た
。

　

加
盟
61
社
か
ら
代
表
ら
が
出
席
。

町
進
出
企
業
連
絡
協
議
会
の
総
会
で

あ
い
さ
つ
す
る
荒
木
町
長

松本修一・新会長

　全国町村会長の荒木町長ら地方６団体と安倍首相
らが意見交換する「国と地方の協議の場」が６月６
日、東京・首相官邸で開かれました＝写真。
　政府が策定中の「骨太の方針」を巡り、荒木町長
ら地方側は社会保障費が増大する中、安定した財政
運営を図るため地方交付税など自治体財源の確保を
要望しました。
　この日の協議では、深刻化する地方議員のなり手
不足の事態を打開するため、石田真敏総務相が新た
な有識者検討会の設置を荒木町長ら地方側に伝えま
した。

　全国町村会長を務める荒木町長は５月 31 日、都
内で開かれた地方制度調査会（地制調）専門小委員
会に招かれ、人口減少に対応できる自治体の在り方
を巡る論議に臨みました。
　地方６団体へのヒアリングの中で、複数の市町村
が連携して行政サービスを提供する「圏域」構想に
対し、荒木町長は「周縁部になると、住民自治に基
づく自己決定権が制限される恐れもある」と指摘し、
周縁部の町村を考慮する論議を求めました。
　総務省が昨年７月に示した「圏域」構想に関して
は、中心となる都市に行政運営の主導権が渡るとみ
られ、地方側から「小規模な自治体の衰退を招く」
などと慎重な検討を要請する声が相次いでいます。

荒木町長ら首相と協議

地方考慮を町長求める

町
進
出
企
業
連
絡
協
議
会

新
会
長
に
松
本
氏
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わ
れ
、
坂
井
さ
ん
夫
妻
は
じ
め
全

国
の
献
納
者
か
ら
供
納
さ
れ
る
コ

メ
と
ア
ワ
は
庭
積
（
に
わ
つ
み
）

の
机
代
物
（
つ
く
え
し
ろ
も
の
）

に
充
て
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

一
連
の
献
穀
事
業
は
今
後
、
10

月
上
旬
の
抜
穂
祭
、
10
月
中
旬
に

は
奉
告
祭
と
続
き
ま
す
。

中
の
生
徒
た
ち
が
田
ん
ぼ
に
入
り
、

丁
寧
に
手
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

献
穀
事
業
は
、
宮
中
行
事
の

「
新
嘗
祭
（
に
い
な
め
さ
い
）」
に

献
上
す
る
コ
メ
と
ア
ワ
を
栽
培
。

新
天
皇
ご
即
位
の
今
年
は
重
要
祭

祀
（
さ
い
し
）「
大
嘗
祭
（
だ
い

じ
ょ
う
さ
い
）」
と
し
て
執
り
行

　

嘉
島
町
な
ど
が
初
め
て
取
り
組

む
令
和
元
年
度
の
献
穀
事
業
に
伴

う
御
田
植
祭
が
６
月
16
日
、
井
寺

の
水
田
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
の
清
祓
（
き
よ
は
ら
い
）・

播
種
（
は
し
ゅ
）
祭
に
続
く
神
事
。

町
献
穀
事
業
推
進
協
議
会
長
の
荒

木
町
長
を
は
じ
め
、
上
益
城
郡
各

町
や
県
、
Ｊ
Ａ
な
ど
の
関
係
者
、

地
元
住
民
ら
約
１
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
と
同
協
議
会
副
会
長

の
梶
原
哲
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
組
合

長
か
ら
コ
メ
の
苗
を
受
け
取
っ
た

献
納
者
で
地
元
の
農
業
者
、
坂
井

信
房
さ
ん
、
靖
子
さ
ん
夫
妻
が
ま

ず
手
植
え
。
引
き
続
き
、
烏
帽
子

（
え
ぼ
し
）
に
白
ば
か
ま
の
田
男
、

す
げ
が
さ
に
か
す
り
の
着
物
で
あ

か
ね
だ
す
き
の
早
乙
女
姿
の
嘉
島

　

町
の
災
害
対
策
要
綱
や
救
助
計

画
、
福
岡
管
区
気
象
台
が
発
表
し

た
熊
本
を
含
む
九
州
北
部
の
３
カ

月
予
報
（
６
～
８
月
）
に
つ
い
て

　

梅
雨
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
備
え

る
嘉
島
町
の
災
害
対
策
会
議
と
水

防
協
議
会
の
合
同
会
合
が
６
月
７

日
、
町
役
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
は
じ
め
町
内
の
各
種
団

体
や
御
船
警
察
署
、
上
益
城
消
防

本
部
、
県
上
益
城
地
域
振
興
局
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
国
土
交
通
省
熊

本
河
川
国
道
事
務
所
な
ど
関
係
機

関
の
代
表
ら
59
人
が
出
席
。

説
明
が
行
わ
れ
、
緊
急
避
難
場
所

や
避
難
所
に
関
す
る
質
疑
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
元
年
度
の
水
防
計

画
書
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

◆
町
の
警
戒
基
準
引
き
下
げ
継
続

　

嘉
島
町
な
ど
で
は
熊
本
地
震
で

通
常
よ
り
引
き
下
げ
た
「
洪
水
警

報
・
注
意
報
の
発
表
基
準
」
が
発

災
以
来
、
引
き
続
き
適
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

熊
本
地
方
気
象
台
が
５
月
24
日

に
発
表
し
た
も
の
で
、
被
災
河
川

の
護
岸
工
事
が
続
き
、
水
害
へ
の

警
戒
を
高
め
て
も
ら
う
措
置
。
警

報
・
注
意
報
は
通
常
、
河
川
の
上

流
域
雨
量
な
ど
か
ら
危
険
度
を
数

値
化
し
た
「
流
域
雨
量
指
数
」
に

基
づ
い
て
発
表
さ
れ
ま
す
が
、
嘉

島
と
益
城
、
阿
蘇
の
３
市
町
に
関

し
て
は
発
表
基
準
の
７
割
に
引
き

下
げ
た
暫
定
措
置
を
継
続
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

同
気
象
台
は
震
災
発
災
で
嘉
島

は
じ
め
県
内
23
市
町
村
の
発
表
基

準
を
引
き
下
げ
。
３
市
町
を
除
き
、

今
年
５
月
末
ま
で
に
通
常
の
発
表

基
準
に
戻
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
の
「
町
民
講
座
」
が

６
月
13
日
、
町
民
会
館
で
開
か

れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
ハ
ン

ズ
ハ
ン
ズ
」
代
表
の
穴
井
智
子
さ

ん
（
53
）
が
「
地
域
と
つ
な
が
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
～
見
つ
け
る
生
き

が
い
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た

＝
写
真
。

　

令
和
元
年
度
２
回
目
と
な
っ
た

講
座
は
74
人
が
受
講
。
穴
井
さ
ん

は
上
島
の
飲
食
店
で
毎
月
第
４
月

曜
に
取
り
組
ん
で
い
る
子
ど
も
・

地
域
食
堂
「
だ
ん
だ
ん
」
の
活
動

を
紹
介
し
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
誰
も
が
気
軽
に
無
理
な
く
で
き

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
が
広
が
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け

ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
年
６
回
程
度
、
町

内
外
か
ら
講
師
を
招
い
て
開
講
。

次
回
は
８
月
15
日
に
健
康
を
テ
ー

マ
に
開
く
予
定
で
す
。

荒木町長から稲の苗を受け取る田男、早乙女姿の嘉島中の生徒たち（左側）

子
ど
も
食
堂
の

取
り
組
み
紹
介町民

講
座

町
災
害
対
策
、
水
防
を
審
議
いざ！田男、早乙女

町献穀事業で御田植祭
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過
ご
す
た
め
、
寝
た
き
り
防
止
や

食
生
活
改
善
、
振
り
込
め
詐
欺
対

策
な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

開
講
式
に
臨
ん
だ
32
人
の
受
講

者
に
、
荒
木
町
長
は
専
門
医
に
よ

る
座
学
か
ら
各
分
野
の
プ
ロ
に
よ

る
指
導
ま
で
「
楽
し
く
学
び
、
健

康
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

か
し
ま
健
康
塾
」
が
６
月
２
日
に

開
講
し
、
健
や
か
な
生
活
を
応
援

す
る
連
続
講
座
が
７
月
い
っ
ぱ
い

毎
週
日
曜
、
町
民
会
館
で
開
か
れ

て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
健
康
生
活
応
援
く
ま

も
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
熊
本
市
）

が
厚
労
省
所
管
の
独
立
行
政
法
人

「
福
祉
医
療
機
構
」
の
助
成
を
受

け
て
開
催
。
心
身
共
に
健
や
か
に

は
嘉
島
町
を
は
じ
め
熊
本
人
権
擁

護
委
員
協
議
会
上
益
城
部
会
の
メ

ン
バ
ー
ら
に
対
し
、
児
童
代
表
の

東
矢
亜
輝
さ
ん
（
６
年
）
が
お
礼

と
共
に
「
大
切
に
花
を
育
て
る
私

た
ち
の
気
持
ち
を
日
本
中
に
届
け

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま

し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
上
益
城
郡
５
町

の
小
学
校
で
も
毎
年
展
開
さ
れ
、

５
年
前
の
東
小
に
続
き
、
西
小
で

は
13
年
ぶ
り
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

　

嘉
島
西
小
で
６
月
５
日
、「
人

権
の
花
」
運
動
の
伝
達
式
が
行
わ

れ
、
ヒ
マ
ワ
リ
や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
な
ど
の
種
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

花
を
協
力
し
て
育
て
る
こ
と
で
、

児
童
た
ち
に
思
い
や
り
の
心
を
養

い
、
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え

て
も
ら
お
う
と
い
う
試
み
。

　

咲
か
せ
た
花
か
ら
種
を
採
取
し
、

人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
風
船

で
飛
ば
す
な
ど
の
〝
命
の
リ
レ
ー

作
戦
〟
も
計
画
さ
れ
、
伝
達
式
で

　

町
民
の
健
康
増

進
を
図
る
嘉
島
町

健
康
づ
く
り
推
進

委
員
会
が
５
月
29

日
、
町
役
場
で
開

か
れ
ま
し
た
＝
写

真
。
保
健
医
療
は

じ
め
関
係
団
体
か

ら
委
員
ら
18
人
が

出
席
。

　

同
推
進
委
員
長

の
荒
木
町
長
が

３
月
に
策
定
し

た
「
健
康
か
し
ま

21
プ
ラ
ン
」
を
踏
ま
え
、「
町
民

の
だ
れ
も
が
心
身
共
に
健
や
か
に

を
要
請
し
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
前
年
度
の
事
業
実

績
と
共
に
本
年
度
の
事
業
計
画
な

ど
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

健
康
増
進
、
食
育
推
進
の
計
画
に

自
殺
対
策
ま
で
織
り
込
ん
だ
「
21

プ
ラ
ン
」
の
説
明
に
続
き
、
自
殺

問
題
を
テ
ー
マ
に
精
神
保
健
福
祉

士
の
田
中
美
奈
氏
（
益
城
病
院
）

を
招
い
た
研
修
会
も
あ
り
ま
し
た
。

暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
努
め
て
い

く
」
と
町
の
保
健
事
業
へ
の
協
力
　

町
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図

る
「
人
が
元
気
！
ま
ち
が
元
気
！

人
権
擁
護
委
員
ら
か
ら
花
の

種
な
ど
受
け
取
る
嘉
島
西
小

の
児
童
た
ち
（
左
側
）

思
い
や
り 

命
考
え
る

「
人
権
の
花
」
運
動
伝
達
式

嘉島西小

か
し
ま
健
康
塾

連
続
講
座
多
彩

――町健康づくり推進委員会
「21プラン」踏まえ事業

　嘉島町「社会を明るくする
（社明）運動」実施委員会が６
月 12 日、町役場で開かれまし
た。町内の保護司や関係団体の
代表ら 20 人余りが出席。
　同委員会長の荒木町長が「罪
を犯した人の更生には就労支援
が欠かせない。安全・安心で明
るい地域づくりへの啓発をお願
いします」と協力を要請＝写真。
「犯罪と非行を防止し、立ち直
りを支えるチカラ」をスローガ
ンに掲げる第 69 回社明運動強
調月間の７月に実施する町内パ
レードなどの取り組みを決めま
した。

　御船署嘉島交番の齊藤知博所
長も町内の犯罪発生状況を報告。
後を絶たない万引などの窃盗や
夏場を迎え、心配されるわいせ
つ・声掛け事案への注意を呼び
掛けました。

社会を明るくする運動　嘉島町も実施計画
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嘉
島
町
鯰
の
会
社
経
営
、
宮
村
勇
一
郎

さ
ん
（
53
）
が
６
月
13
日
、
町
役
場
に
荒

木
町
長
を
訪
ね
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
振
興
で
平

成
30
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
功
労
者
文
部
科
学
大
臣

表
彰
を
受
け
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

宮
村
さ
ん
は
嘉
島
西
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、

嘉
島
町
や
上
益
城
郡
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議

会
長
に
加
え
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
副
会

長
（
平
成
27
年
か
ら
２
年
間
）
を
歴
任
し
、

町
内
外
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
貢
献
。

　

現
在
、
県
特
別
支
援
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
長
も
務
め
て
い
る
宮
村
さ
ん
は
荒
木

町
長
へ
の
報
告
の
中
で
「
引
き
続
き
、
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
今
後
の
抱
負
を
語
っ
て
い

ま
し
た
。

　

嘉
島
町
食
生
活
改
善
（
食
改
）
推
進
員

協
議
会
（
上
田
け
い
子
会
長
）
の
メ
ン

バ
ー
５
人
が
６
月
６
日
、
県
食
改
推
進
員

連
絡
協
議
会
の
会
長
表
彰
（
活
動
20
年
）

を
受
け
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
上
田
け
い
子
さ
ん
（
71
）

冨
士
登
ル
ミ
子
さ
ん
（
72
）
西
﨑
悦
子
さ

ん
（
81
）
鳥
井
エ
ミ
コ
さ
ん
（
74
）
中
冨
洋

子
さ
ん
（
72
）
は
、
町
内
の
小
中
学
校
や

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
食
育
、
高
齢
者

サ
ロ
ン
で
も
町
民
を
対
象
に
し
た
多
彩
な

健
康
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
伝
達
式

＝
写
真
＝
は
和
気
あ
い
あ
い
、
表
彰
さ
れ

た
皆
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
仲
間
と
一
緒

に
楽
し
い
食
改
活
動
に
頑
張
り
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　嘉島町など御船警察署管内の小学生が学校対
抗の団体、個人で競い合う交通安全こども自転
車大会が６月１日、甲佐町の甲佐小体育館で開
かれました。
　選手たちは交通規則に関する学科に続き、実
技テストにチャレンジ。交差点での自転車の正
しい乗り方など安全走行や、ジグザグに進んだ
り、できるだけゆっくり車体を保ったりといっ
た技能走行に取り組んだ結果、嘉島東小（工藤
匠、西岡氣、松村謹太朗、津出学、村上功耀）
は３位入賞を果たしました。（敬称略）

　嘉島町北甘木の特別養護老人ホーム「康
寿苑」を６月 18 日、幼光保育園の年長組
の園児 25 人が訪ね、デイサービスの利用
者や入所者らと交歓しました＝写真。
　園児たちが振り付けを交えながら童謡
や歌謡曲などを披露すると、お年寄りら
は「かわいかね」と見入った様子。恒例と
なった握手タイムに加え、園児たちによる
肩たたきサービスのひとときには、涙ぐむ
お年寄りも。
　園児たちの訪問は、町社会福祉協議会が
提唱するボランティア活動の一環で、東部
幼光保育園の園児たちも 24 日に同苑を訪
問しました。

御船署管内の小学生が競い合ったこども自転車大会
で３位に入った嘉島東小の児童たち

荒
木
町
長
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
振
興
で
表

彰
を
受
け
た
こ
と
を
報
告
し
た
宮
村

さ
ん
（
右
）

幼
光
保
育
園

お
年
寄
り
と
交
流

嘉島東小 自転車大会３位

町食生活改善委員ら

県会長表彰に輝く 鯰の会社経営、宮村さん

ＰＴＡ功労者表彰
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ま
っ
た
牛
乳
の
消
費
拡
大
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
「
父
の
日
（
６
月
の
第
３

日
曜
）
に
牛
乳
を
贈
ろ
う
」
の
一

環
。
公
務
で
上
京
中
の
荒
木
町
長

に
代
わ
っ
て
応
対
し
た
髙
野
隆
教

育
長
に
、
同
組
合
女
性
部
の
藤
木

陽
子
部
長
（
下
仲
間
）
と
山
内
香

代
さ
ん
（
高
田
）
は
県
産
の
牛
乳

を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。

義
人
さ
ん
や
男
子
ハ
ン
ド
元
日
本

代
表
で
代
表
監
督
も
務
め
た
岩
本

真
典
さ
ん
＝
熊
本
市
出
身
＝
ら
が

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
登
場
し
た
ほ
か
、

モ
ー
ル
内
の
各
所
に
キ
ッ
ク
や
フ

リ
ー
ス
ロ
ー
の
体
験
チ
ャ
レ
ン
ジ

コ
ー
ナ
ー
、
五
輪
な
ど
各
種
展
示

　

来
年
に
迫
っ
た
東
京
五
輪
に
先

駆
け
て
今
年
、
県
内
で
開
か
れ
る

ラ
グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

（
Ｗ
杯
）
や
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

の
世
界
選
手
権
な
ど
国
際
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
が
５
月

25
、
26
の
両
日
、
嘉
島
町
の
イ
オ

ン
モ
ー
ル
熊
本
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

県
と
熊
本
市
が
「
２
０
１
９

熊
本
に
国
際
ス
ポ
ー
ツ
イ
ヤ
ー
が

や
っ
て
く
る
！
」
と
銘
打
っ
て
開

催
。
25
日
の
イ
ベ
ン
ト
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、
米
国
で
２
月
に
行
わ
れ
た

チ
ア
ダ
ン
ス
世
界
大
会
で
２
部
門

を
制
し
た
チ
ー
ム
「
Ｋ
Ｃ
Ｐ
Ｋ
」

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
華
麗
に
幕
を

開
け
、
小
野
泰
輔
副
知
事
と
荒
木

町
長
が
国
際
大
会
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

し
、
改
め
て
観
戦
を
呼
び
掛
け
ま

し
た
。

　

ラ
グ
ビ
ー
元
日
本
代
表
の
吉
田

　

第
43
回
嘉
島

町
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
（
９
人

制
）
が
６
月
２

日
、
町
民
体
育

館
と
嘉
島
中
体

育
館
の
両
会
場

で
開
か
れ
、
男

子
は
上
島
が
６

連
覇
を
飾
り
、

女
子
は
下
仲
間

が
制
し
ま
し
た
。

　

町
内
地
区
ご

と
に
編
成
し
た

社
会
人
チ
ー
ム

男
子
10
チ
ー
ム
、

女
子
６
チ
ー
ム

は
そ
れ
ぞ
れ
予

選
リ
ン
ク
戦
を

行
い
、
各
上
位
４
チ
ー
ム
の
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
熱
戦
を
展
開
。

注
目
さ
れ
た
女
子
の
鯰
は
準
決
勝

で
敗
れ
、
７
連
覇
は
成
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

大
会
は
震
災
の
影
響
で
中
止
が

続
き
昨
年
、
３
年
ぶ
り
再
開
。
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
結
果
は
次
の

通
り
で
す
。

　

◇
男
子
▽
準
決
勝　

上
島
２
―

０
滝
河
原
、
鯰
２
―
０
下
仲
間
▽

決
勝　

上
島
２
―
０
鯰

　

◇
女
子
▽
準
決
勝　

下
仲
間
２

―
０
上
島
、
上
仲
間
２
―
１
鯰
▽

決
勝　

下
仲
間
２
―
０
上
仲
間

コ
ー
ナ
ー
も
特
設
さ
れ
、
買
い
物

客
ら
の
関
心
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
は
県
民
総
合
運

動
公
園
で
10
月
６
、
13
の
両
日
、

各
１
試
合
、
女
子
ハ
ン
ド
世
界
選

手
権
は
パ
ー
ク
ド
ー
ム
熊
本
な
ど

県
内
３
市
５
会
場
で
11
月
30
日
～

12
月
15
日
に
全
96
試
合
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

☆
「
父
の
日
」
牛
乳
プ
レ
ゼ
ン

ト　

熊
本
乳
牛
農
業
協
同
組
合

（
嘉
島
町
）
女
性
部
の
メ
ン
バ
ー

ら
が
６
月
14
日
、
町
教
委
を
訪
ね
、

瓶
入
り
牛
乳
９
０
０
㍉
㍑
を
贈
り

ま
し
た
。

　

県
内
酪
農
家
の
呼
び
掛
け
で
始

藤
木
部
長
（
右
）
か
ら
牛
乳
を
贈
ら

れ
る
髙
野
教
育
長

女
子
の
部
で
優
勝
を
果
た
し
た
下
仲

間
の
面
々

男
子
の
部
で
大
会
６
連
覇
を
飾
っ
た

上
島
の
メ
ン
バ
ー

☆
国
際
ス
ポ
ー
ツ
続
々
…
イ
オ
ン
モ
ー
ル
で
Ｐ
Ｒ

　熊本県は、ラグビーのワールドカップ
（Ｗ杯）で取り組むイベント民泊の提供希
望者を募集しています。
　県観光物産課によりますと、Ｗ杯の民泊
は９月 27 ～ 29 日、10 月５、６、12、13
日に計画され、試合が行われる県民総合運
動公園の熊本市をはじめ嘉島町や御船町、
益城町などから民泊提供の希望者を募集
（申込用紙は県ホームページに掲載）。

　県に事前登録した提供者が宿泊者を募る
場合、県が業務提携した民泊の仲介大手、
米エアビーアンドビー日本法人のウェブサ
イトへの宿泊情報掲載が無料となるほか、
多言語化も引き受けてもらえるということ
です。
　イベント民泊はＷ杯期間中、ホテルや旅
館の客室が不足すると見込まれるために計
画され、同課では「世界各国で利用されて
いるサイトだけに多くの民泊を呼び込め
る」と期待を寄せています。

県観光物産課　☎ 333-2332

☆イベント民泊提供希望者を募集

女子は下仲間制す
★

嘉島町９人制
バレーボール

上島 見事に６連覇
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ザ
・
わ
ら
べ
」
と
シ
ン
ガ
ー
・
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
Ｓ
ａ
ｌ
ａ
ｈ

（
サ
ラ
）
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え

る
ス
テ
ー
ジ
進
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

別
表
の
通
り
。
呼
び
物
の
打
ち
上

げ
花
火
（
約
３
千
発
）
開
始
は
午

後
８
時
の
予
定
で
す
。

　

今
年
の
「
水
の
郷
ま
つ
り
」
の

総
合
司
会
は
在
熊
の
タ
レ
ン
ト「
お

が
っ
ち
」
さ
ん
。
今
夏
も
会
場
に

は
地
元
サ
ン
ト
リ
ー
九
州
熊
本
工

場
直
送
「
ザ
・
プ
レ
ミ
ア
ム
・
モ

ル
ツ
」
コ
ー
ナ
ー
も
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ま
つ
り
が
荒
天
な
ど
で

中
止
と
な
っ
た
場
合
、
花
火
大
会

の
み
８
月
９
日
（
金
曜
）
午
後
８

時
か
ら
開
催
し
ま
す
。

い
ま
す
。
花
火
終
了
後
は
退
場

者
で
出
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

お
帰
り
の
際
は
案
内
・
誘
導
に

従
っ
て
ご
移
動
願
い
ま
す
。

○�
例
年
、
大
変
混
み
合
い
ま
す
の

後
５
時
半
か
ら
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊

本
ウ
エ
ス
ト
ス
ク
エ
ア
の
屋
上
駐

車
場
で
開
催
し
ま
す
。

　

嘉
島
町
の
夏
の
風
物
詩
「
か
し

ま
水
の
郷
（
さ
と
）
ま
つ
り
２
０

１
９
」
を
８
月
３
日
（
土
曜
）
午

で
、
乗
り
合
わ
せ
や
、
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○�

路
上
駐
車
や
周
辺
の
商
業
施
設

へ
の
無
断
駐
車
は
絶
対
に
お
や

め
く
だ
さ
い
。

○�

花
火
打
ち
上
げ
の
際
、
風
向
き

に
よ
っ
て
は
、
花
火
の
ご
み
が

舞
い
落
ち
て
く
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
「
令
和
」
の
幕
開
け
に
ち
な
み
、

ス
テ
ー
ジ
テ
ー
マ
は
「
新
た
」。

在
熊
の
少
女
舞
踊
団
「
花
童　

〇�

ま
つ
り
会
場
は
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
熊
本
ウ
エ
ス
ト
ス
ク
エ
ア

「
屋
上
駐
車
場
」
で
す
。

○�

屋
上
の
会
場
へ
お
越
し
の
際
は

案
内
・
誘
導
に
従
っ
て
移
動
願

今
夏
の
ゲ
ス
ト
は
少
女
舞
踊
団
「
花
童　

ザ・わ
ら
べ
」（
写
真
上
段
）
と
シ
ン
ガ
ー・

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
Ｓ
ａ
ｌ
ａ
ｈ
（
サ
ラ

＝
同
下
段
右
）。タ
レ
ン
ト
の「
お
が
っ
ち
」

（
同
下
段
左
）
が
司
会
・
進
行
役

　

        
会
場
は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
屋
上

　
　
　

 　
　
　
　

 

ご
注
意
願
い
ま
す

17：30	 開幕「かしま太鼓」演奏

17：35	 実行委員長の荒木町長あいさつ

17：40	「かしま太鼓」演奏

17：55	「嘉島町消防音楽隊」演奏

18：20	「嘉島中吹奏楽部」演奏

18：45	「Ｂ-fitスポーツクラブ」ステージ

19：10	「Ｓａｌａｈ」ライブ

19：35	 花童「ザ・わらべ」舞台

20：00	 打ち上げ花火

20：30	 閉幕　

Ｓａｌａｈ
司会は「おがっち」

花童　ザ・わらべ

来
月
３
日
「
新
た
」
に
開
催

か
し
ま
水
の
郷
ま
つ
り

ステージ プログラム
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嘉島町職員採用試験
○試験職種および採用予定人員など  

区　分 職　種 採用予定数 受　験　資　格 勤務先と職務内容

高等学校�
卒業程度 土木 １人程度 昭和 59 年４月２日から平成 14 年４月

１日までに生まれた方

町長部局に勤務し、専門
の技術業務などに従事
する。

○受 付 期 間　７月 29日（月）～８月 16日（金）	 �
　　　　　　　（なお土曜・日曜振替休日を除く）� �
　　　　　　　受付時間は午前８時 30分から午後５時まで。� �
　　　　　　　郵送の場合は８月 16日までの消印のあるものに限り受け付ける。

○申し込み手続き　　試験申込書を持参するか郵送で。	 �
　　　　　　　　　　【試験申込書は役場総務課に請求するか、ホームページからダウンロードも可能】

○試　験　日　　１次試験：９月 22日（日）８時 30分集合	 	

　　　　　　　　２次試験：１次試験合格者のみ 11月上旬の予定

○試　験　場　　県立御船高等学校

○試験の種類　　土木…教養試験・専門試験・作文試験・職場適応性検査

○申し込み・お問い合わせ先	 	

　　　〒 861-3192　上益城郡嘉島町上島５３０� �
　　　　　　　　　嘉島町役場総務課人事広報係� �
　　　　　　　　　☎ 237-1112（内線 213）

令和元年度　各種自衛官募集

募集項目 資　格 受付期間 試験期日 合格発表 入（校）隊

航空学生

（海）高卒18歳以上23歳未満
の方【高卒者（見込含）また
は高専3年次修了者（見込含）】

～９月６日

１次：９月16日
２次：10月15日
　　　　～20日

３次：（海）11月22日
　　　　　～12月18日
　　　　　（空）11月16日
　　　　　～12月19日

１次：10月４日
２次：（海）11月11日
　　　（空）11月５日

最終：
令和２年１月21日

令和２年３月下旬
　　　～４月上旬

※入隊後約６年で
　３等海･空尉

（空）高卒18歳以上21歳未満
の方【高卒者（見込含）また
は高専3年次修了者（見込含）】

一般曹候補生 18歳以上
33歳未満の方 ～９月６日

１次：９月20～22日
２次：10月11～16日
※�いずれか１日が
　指定されます

１次：10月４日

最終：11月８日

令和２年３月下旬
　　　　～４月上旬
※�入隊後２年９月経過
以降選考により３等
陸･海･空曹

自衛官候補生 18歳以上
33歳未満の方

年間を通じ
行っており
ます。

受付時にお知らせしま
す。

合格発表日は試験日
にお知らせします。

採用予定通知書で通知
（所要の教育を経て、
３カ月後に２等陸・
海・空士に任用）

宇城募集案内所　☎ 0964-23-2047
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　望まない受動喫煙を防ぐため、2020年４月までに段階的に受動喫煙対策が強化されます。多く
の人が利用する施設では喫煙できる場所、できない場所が明確に区分され、20歳未満の方は、喫
煙できる場所に入ることができません。

●受動喫煙とは？
　他人の喫煙によりたばこから発生した煙にさらされることです。喫煙による煙に含まれる有害
物質は、喫煙者が肺に直接吸い込む主流煙よりも、吸っていないときに立ち昇る副流煙により多
く含まれています。受動喫煙によってリスクが高まる病気には、肺がん、虚血性心疾患、脳卒中、
乳幼児突然死症候群（SIDS）があります。

●改正のポイントは？
　（1）「望まない受動喫煙」をなくすことを目指します。

　（2）�20歳未満の子ども、病気の人、妊娠している人など受動喫煙による健康への影響が大きい
人に特に配慮し、受動喫煙対策を徹底します。

　（3）�施設や場所ごとに喫煙できる場所、できない場所を明らかにし、利用する人が分かるよう
掲示を義務づけます。

健康増進法改正　　受動喫煙対策が強化されます

お知らせ…嘉島町役場も原則禁煙

　改正健康増進法の趣旨を踏まえ、令和元年７月から、嘉島町役場庁舎を原則敷地内禁煙とします。
嘉島町役場を利用される町民の皆さまの受動喫煙による健康被害を防ぐことが目的です。皆さまのご理
解、ご協力をお願いします。

子どもや患者などに特に配慮
・学校、自動福祉施設
・病院、診療所
・行政機関の庁舎　  など

第一種施設

第二種施設上記以外の施設＊

・事務所
・工場
・ホテル、旅館
・飲食店
・旅客運送事業船舶、鉄道
・国会、裁判所
など

　　【経過措置】

既存の経営規模の
小さな飲食店

＊個人の自宅やホテルなどの客室など、
　人の居住の用に供する場所は適用除外

・個人または中小企業が経営
・客席面積 100㎡以下

喫煙目的施設喫煙を主目的とする施設
・喫煙を主目的とするバー、スナックなど
・店内で喫煙可能なたばこ販売店　・公衆喫煙所

屋外や家庭など

〇 敷地内禁煙
　　屋外で受動喫煙を防止するために必要な措置がとられた場所に、喫煙場所を設置することができる。

〇 原則屋内禁煙（喫煙を認める場合は喫煙専用室などの設置が必要）
　　　　　　　　　   　経営判断により選択

屋内禁煙 喫煙専用室設置（※） 加熱式たばこ専用の
喫煙室設置（※）

or
喫煙のみ

室外への煙の流出防止措置

飲食可

〇 喫煙可能な場所である旨を掲示することにより、店内で喫煙可能
喫煙可能（※）

※　全ての施設で、
　喫煙可能部分には、
　①喫煙可能な場所である
　　旨の掲示を義務づけ
　②客・従業員ともに
　　20歳未満は立ち入れない

改正健康増進法の体系

喫煙専用室と同等の煙の流出防止措置を講じている場合は、非喫煙スペースへの20歳未満の立ち入りは可能。

〇 喫煙を行う場合は周囲の状況に配慮
　 （例）できるだけ周囲に人がいない場所で喫煙をするよう配慮。
　　　　子どもや患者など、特に配慮が必要な人が集まる場所や近くにいる場所などでは喫煙をしないよう配慮。

〇 施設内での喫煙可能（※）

経
営
判
断
な
ど

2020 年
4月1日
施行

 2019年 
 7月1日 
施行

 2019年 
 1月24日 

施行

広報かしま 2019.7

11



ご
注
意
く
だ
さ
い

令
和
元
年
度
か
し
ま
ド
ッ
ク

　

嘉
島
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
方

で
、
令
和
元
年
度
か
し
ま
ド
ッ
ク
を
お

申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
に
は
６
月
19

日
ご
ろ
に
日
程
ご
案
内
の
は
が
き
を
送

付
し
て
お
り
ま
す
。
日
程
な
ど
を
確
認

さ
れ
た
後
、
都
合
が
悪
い
場
合
は
お
早

め
に
日
赤
熊
本
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま

で
直
接
お
電
話
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方

で
は
が
き
を
確
認
で
き
な
い
方
は
役
場

町
民
課
保
健
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　

日
赤
熊
本
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
（
人
間
ド
ッ
ク
予
約
直
通
）

☎
３
８
７－

６
６
５
１

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係	　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
７
４

下
水
道
使
用
料
の
算
定

　

一
般
家
庭
の
下
水
道
使
用
料
は
、
毎

月
１
日
の
住
民
基
本
台
帳
の
世
帯
人
員

に
よ
っ
て
算
定
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
票
を
嘉
島
町
に
置
い
た
ま
ま
町

外
で
生
活
し
て
い
る
方
（
長
期
入
院
、

単
身
赴
任
、
自
宅
以
外
か
ら
通
学
す
る

学
生
な
ど
）
に
つ
い
て
は
使
用
料
の
減

免
措
置
が
あ
り
ま
す
が
、
所
定
の
様
式

に
よ
る
申
請
が
必
要
で
す
。

　

減
免
希
望
の
方
は
、
役
場
建
設
課
下

水
道
係
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
宅
に
戻
ら
れ
た
場
合
は
必

ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連
絡
が
な
い
場

合
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
料
金
を
徴
収
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

役
場
建
設
課
下
水
道
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

ミ
ツ
バ
チ
へ
の
農
薬
危
害
防
止

　

こ
れ
か
ら
早
期
水
稲
は
出
穂
・
開
花

期
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
時
期
の
農
薬
散

布
に
当
た
っ
て
は
、
ミ
ツ
バ
チ
に
被
害

を
与
え
な
い
よ
う
、
近
く
の
養
蜂
家
と

巣
箱
の
位
置
や
防
除
計
画
な
ど
の
情
報

を
事
前
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

散
布
し
た
農
薬
が
ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱
に

か
か
ら
な
い
よ
う
、
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　
　

県
農
業
技
術
課

☎
３
３
３－

２
３
８
１

　
　

県
畜
産
課　☎

３
３
３－

２
４
０
１

無
人
航
空
機
に
よ
る
農
薬
散
布

　

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
マ
ル
チ
ロ
ー

タ
ー
（
ド
ロ
ー
ン
）
な
ど
の
無
人
航
空

機
に
よ
る
農
薬
散
布
な
ど
を
行
う
場
合

は
、
国
土
交
通
大
臣
の
許
可
・
承
認
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
併
せ
て
県

へ
の
散
布
計
画
の
提
出
も
必
要
で
す
。

さ
ら
に
、
散
布
に
当
た
っ
て
は
、
基
本

ル
ー
ル
を
守
り
、
周
辺
住
民
や
ミ
ツ
バ

チ
の
巣
箱
な
ど
に
農
薬
が
飛
散
し
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

県
農
業
技
術
課

☎
３
３
３－

２
３
８
１

ま
た
は
、
最
寄
り
の
各
広
域
本
部
（
地

域
振
興
局
）
農
業
普
及
・
振
興
課

ご
存
じ
で
す
か

？

国
民
年
金
保
険
料
免
除
な
ど

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
に
な
る

「
保
険
料
免
除
制
度
」
ま
た
は
猶
予
と

な
る
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ

り
ま
す
の
で
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る

市
区
町
村
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
役
場
の
国
民
年
金
窓
口
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
国
民
年
金
の

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
万
一
、

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が

発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
令
和
元
年
度
の
免
除
な

ど
の
受
け
付
け
は
7
月
1
日
か
ら
開
始

さ
れ
、
7
月
分
か
ら
令
和
２
年
６
月
分

ま
で
を
対
象
と
し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
が
で
き
る
過
去
期
間
に

つ
い
て
は
、
２
年
１
カ
月
前
ま
で
に
な

り
ま
す
。

◇	お断り　問い合わせ
先は各項の末尾です。

↑

水質検査日程

８月 21日（水）
９月 ４ 日（水）
９月 18日（水）

詳細は嘉島町ホームページまた
は「広報かしま」６月号をご覧
ください。
役場都市計画課環境係

☎２３７－２５９７（直通）
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今
か
ら
で
も
平
成
29
、
30
年
度
分
が

さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

　

失
業
に
よ
り
厚
生
年
金
な
ど
が
切
れ

て
国
民
年
金
に
加
入
。
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
で
あ
り
な

が
ら
保
険
料
免
除
申
請
を
行
わ
ず
に
国

民
年
金
が
未
納
と
な
っ
て
い
る
方
は
、

役
場
の
国
民
年
金
窓
口
、
ま
た
は
熊
本

東
年
金
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
３
６
７－

８
１
４
４

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行

　

10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
率

10
％
へ
の
引
き
上
げ
が
低
所
得
者
・
子

育
て
世
帯
の
消
費
に
与
え
る
影
響
を
緩

和
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
消

費
を
下
支
え
・
活
性
化
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
嘉
島
町
で
も
、
国
が
定
め

た
基
準
に
沿
っ
て
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
を
発
行
し
ま
す
。

○
対
象
者

①
２
０
１
９
年
度
分
住
民
税
非
課
税
者

（
住
民
税
課
税
者
の
配
偶
者
・
扶
養
親

族
、
生
活
保
護
受
給
者
な
ど
を
除
く
）。

※�

課
税
状
況
な
ど
の
確
認
を
行
う
た
め
、

事
前
申
請
方
式
と
な
り
ま
す
（
対
象

者
に
は
９
月
ご
ろ
申
請
書
を
送
付
予

定
）。

②
16
年
４
月
２
日
～
19
年
９
月
30
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
子
の
い
る
世
帯
の
世
帯

主※
９
月
ご
ろ
購
入
引
換
券
を
送
付
予
定

○
使
用
可
能
額

①
２
万
５
千
円
（
販
売
額
２
万
円
）

②
対
象
児
１
人
に
つ
き
２
万
５
千
円

　
（
同
２
万
円
）

※�

１
セ
ッ
ト
５
千
円
（
同
４
千
円
）
で

の
販
売
と
し
、
購
入
者
の
希
望
に
応

じ
て
最
大
５
セ
ッ
ト
ま
で
購
入
可
能

○
割
引
率
（
プ
レ
ミ
ア
ム
分
）
25
％

　

商
品
券
の
購
入
方
法
、
販
売
場
所
お

よ
び
販
売
期
間
、
使
用
期
間
、
使
用
可

能
店
舗
な
ど
の
詳
細
は
決
定
次
第
随
時
、

広
報
か
し
ま
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　

役
場
企
画
情
報
課
（
事
業
全
般
）

☎
２
３
７－

２
６
４
１

　
　

町
民
課
福
祉
係
（
対
象
者
）

☎
２
３
７－

２
５
７
６

飼
い
犬
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を

　

法
令
に
よ
り
、
生
後
91
日
以
上
の
犬

の
飼
い
主
に
は
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を

毎
年
４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
の

間
に
受
け
さ
せ
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
よ
り
、
集
合
注
射
は
春
だ
け
の

実
施
と
な
り
４
月
23
、
24
日
に
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
秋
に
注
射
を
受
け
さ

せ
て
い
た
方
や
、
都
合
が
つ
か
ず
春
の

集
合
注
射
を
受
け
さ
せ
て
い
な
い
方
は
、

か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院
で
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
注
射
が
済
み
次
第
、

役
場
都
市
計
画
課
に
注
射
済
み
証
を
持

参
の
上
、
報
告
願
い
ま
す
。
な
お
、
交

付
手
続
き
に
５
０
０
円
必
要
で
す
。

　
　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係　

☎
２
３
７－

２
５
９
７

参
加
し
ま
せ
ん
か

地
域
の
学
習
教
室

　

熊
本
県
で
は
、
家
庭
の
事
情
や
不
安

を
抱
え
、
学
習
機
会
が
十
分
に
確
保

で
き
て
い
な
い
家
庭
の
子
ど
も
た
ち

に
、
最
寄
り
の
地
域
で
学
び
の
場
を
確

保
、
提
供
す
る
「
地
域
の
学
習
教
室
」

事
業
を
平
成
25
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
「
ひ
と
り
親
家
庭
」

が
そ
の
対
象
で
し
た
が
、
今
年
４
月
か

ら
「
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
以
外
で
も
同

様
の
状
況
下
に
あ
る
子
ど
も
」
も
対
象

と
な
り
ま
し
た
。
学
習
環
境
が
厳
し
い
、

子
ど
も
一
人
で
の
学
習
が
困
難
で
あ
る

な
ど
、
ご
希
望
の
家
庭
が
あ
り
ま
し
た

ら
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
教
室
は
次
の
通
り
開
設
さ
れ
ま

す
。

　
○
日
時

　

毎
週
水
曜
と
木
曜
の
１
時
間　

月
８

回
程
度

○
会
場

７ 月 の 納 税 等 ８ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
固定資産税………………②　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }③　期介護保険料
保育所利用料……………７	月分
町営住宅使用料………… 7月分
下水道使用料……………６	月分
納期限日（口座振替日）
　　７月31日（水）

町県民税…………………②　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }④　期介護保険料
保育所利用料…………… 8月分
町営住宅使用料………… 8月分
下水道使用料…………… 7月分
納期限日（口座振替日）
　　９月２日（月）

毎月　第４水曜日
午後６時～午後８時

７月24日
８月28日

※	取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　	　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※	領収は、通帳によりご確認ください。“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237−2639（直通）

↑

【
14
面
に
続
く
】
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10
時
～
11
時
半

　

▽
嘉
島
保
育
園　

７
月
26
日
（
金
）

9
時
～
11
時
（
当
日
は
保
育
園
で
開
催

さ
れ
て
い
る
人
形
劇
の
見
学
も
で
き
ま

す
）

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま

で
に
保
育
園
へ
予
約
し
、
当
日
は
必
ず

保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、

す
べ
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
の

で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

園
庭
開
放
だ
け
で
な
く
、
個
別
の
園

見
学
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
　

幼
光
保
育
園

☎
２
３
７－

０
６
０
１

　
　

嘉
島
保
育
園

☎
２
３
７－

１
０
１
６

そ
の
他
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

募
っ
て
い
ま
す

戦
没
者
遺
児
に
よ
る 

慰
霊
友
好
親
善
事
業

　

日
本
遺
族
会
で
は
、
本
事
業
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省

か
ら
の
補
助
を
受
け
実
施
し
て
お
り
、

先
の
大
戦
で
父
親
な
ど
を
亡
く
し
た
戦

没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
戦
没
し

　

嘉
島
町
民
会
館
２
階
和
室

○
学
習
内
容

①　

�
宿
題
・
問
題
集
・
授
業
の
復
習
お

よ
び
定
期
テ
ス
ト
対
策
を
中
心
に

指
導
し
ま
す
。

②　

�

教
科
の
弱
点
補
強
を
中
心
に
指
導

し
ま
す
。

③　

�

進
路
や
学
習
の
仕
方
お
よ
び
計
画

の
立
て
方
に
つ
い
て
も
指
導
し
ま

す
。

○
費
用　

無
料

○
学
習
方
法

①　

�

学
習
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
誤
っ

た
と
こ
ろ
や
、
分
か
ら
な
い
と
こ

ろ
を
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

②　

�

で
き
た
か
ど
う
か
の
確
認
テ
ス
ト

を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

○
準
備
物

①　

�

宿
題
、
教
科
書
、
ノ
ー
ト
、
ワ
ー

ク
、
問
題
集
（
こ
ち
ら
で
本
人
の

学
力
を
補
足
す
る
た
め
の
問
題
集

を
購
入
す
る
場
合
も
。
無
料
）

②　

そ
の
ほ
か
に
筆
記
用
具

　
　
（
小
４
は
定
規
、
コ
ン
パ
ス
な
ど
）

　
　

県
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
協
議
会

☎
３
３
１－

６
７
３
５

　
（
火
曜
～
金
曜
９
時
～
19
時
、
土
・

日
９
時
～
17
時
）

ラ
ジ
オ
体
操
＆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
は
町
民

の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

月
１
回
（
原
則
と
し
て
第
１
日
曜
）、

熊
本
弁
で
解
説
す
る
約
５
分
間
の
ラ
ジ

オ
体
操
と
30
分
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
費
な
ど
は
不
要
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

　
　

８
月
４
日
（
日
）
午
前
８
時

○
会
場

　
　

・
ラ
ジ
オ
体
操　

中
学
校

　
　
　
　
　
　
　

校
舎
玄
関
前
駐
車
場

　
　

・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ　

同
校
周
辺

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ

　
　

事
務
局
（
町
教
育
委
員
会
内
）

☎
２
３
７－

０
０
５
８

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

水
の
日
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

く
ま
も
と
地
下
水
財
団
で
は
、
８
月

１
日
の
「
水
の
日
」
を
記
念
し
、
地
下

水
の
魅
力
や
地
下
水
保
全
活
動
を
情
報

発
信
す
る
場
と
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
地

下
水
の
恩
恵
や
地
下
水
保
全
の
情
報
を

共
有
し
ま
せ
ん
か
。

○
日
時　

８
月
１
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

13
時
半
～
16
時

○
会
場　

熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル

○
定
員　

１
５
０
人

○
参
加
費　

無
料

○
申
し
込
み　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
同
財
団
へ
（
当
日
参
加
も
可
）

○
詳
細

　

地
下
水
保
全
顕
彰
制
度
認
定
書
交
付

式
（
４
企
業
・
団
体
）
▽
リ
レ
ー
講
演

会
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
時
代
に
お
け
る
持
続
可
能
な
地

下
水
利
用
」

　
　

く
ま
も
と
地
下
水
財
団

☎
２
２
７－

６
６
７
８

詳
細
は
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で

（https://kum
am
otogw

f.or.jp

）

保
育
園
で
園
庭
開
放

　

▽
幼
光
保
育
園　

７
月
18
日
（
木
）

↑

【
13
面
か
ら
続
く
】

熊本県水とみどりの森づくり税
～くらしを支える豊かな森林を次の世代へ～

熊本県では、平成17年度（2005年度）から、
「熊本県水とみどりの森づくり税」（年間個人

500円、法人1,000円～40,000円）を活用して、
水を蓄え災害を防ぐなど、私たちのくらしを
支える大切な財産である森林を元気にする
ための取組みを進めています。
皆様のご理解とご協力をお願いします。

熊本県水とみどりの森づくり税 検索

熊本県 森林整備課
TEL.096－333－2438

お問い合わせ先

©2010
熊本県くまモン

別添 

＜広報誌等への掲載例＞ 

【掲載例１（小）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【掲載例２（大）】 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本県水とみどりの森づくり税
～くらしを支える豊かな森林を次の世代へ～

熊本県では、平成17年度（2005年度）から、
「熊本県水とみどりの森づくり税」（年間個人

500円、法人1,000円～40,000円）を活用して、
水を蓄え災害を防ぐなど、私たちのくらしを
支える大切な財産である森林を元気にする
ための取組みを進めています。
皆様のご理解とご協力をお願いします。

熊本県水とみどりの森づくり税 検索

熊本県 森林整備課
TEL.096－333－2438

お問い合わせ先

©2010
熊本県くまモン

別添 

＜広報誌等への掲載例＞ 

【掲載例１（小）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【掲載例２（大）】 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本県水とみどりの森づくり税
～くらしを支える豊かな森林を次の世代へ～

別添 

＜広報誌等への掲載例＞ 

【掲載例１（小）】 

【掲載例２（大）】 

熊本県では、平成 17 年度（2005 年度）か
ら、「熊本県水とみどりの森づくり税」（年間
個人 500 円、法人 1,000 円～ 40,000 円）
を活用して、水を蓄え災害を防ぐなど、私た
ちのくらしを支える大切な財産である森林を
元気にするための取り組みを進めています。
皆さまのご理解とご協力をお願いします。

☎
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た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友

好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
や
申
し
込
み
は
日
本
遺

族
会
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　

日
本
遺
族
会
事
務
局

　
　

☎
０
３－

３
２
６
１－

５
５
２
１

上
益
城
消
防
組
合
消
防
職
員 

採
用
試
験

○
採
用
予
定
人
員

　

消
防
職　

３
人
程
度

○
受
験
資
格

　

�

平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

○
試
験
日
時
と
場
所

・
第
１
次
試
験

　
　

９
月
22
日
（
日
）

　
　

午
前
８
時
30
分
集
合

　
　

県
立
御
船
高
校

・
第
２
次
試
験

　
　

11
月
上
旬
頃

※
第
１
次
試
験
合
格
者
の
み
に
通
知
。

○
申
し
込
み
受
付
期
間

　
　

７
月
29
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　

８
月
16
日
（
金
）

※�

土
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
ま
で
。
郵
送
の
場
合

は
８
月
16
日
の
消
印
有
効
。

○
受
験
願
書
請
求
先

　

上
益
城
消
防
署
と
山
都
消
防
署

〒
８
６
１－

３
２
０
６

上
益
城
郡
御
船
町
辺
田
見
１
６
９

　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　
　

総
務
課

☎
２
８
２－

１
９
５
９

消
防
設
備
士
試
験

○
試
験
の
種
類　

　
　
　

甲
種
全
類
、
乙
種
全
類

○
試
験
日　

甲
種
９
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　
　

乙
種
９
月
15
日
（
日
）

○
願
書
受
付
期
間

【
書
面
申
請
】

　

７
月
19
日
（
金
）
～
26
日
（
金
）

【
電
子
申
請
】

　

７
月
16
日
（
火
）
～
23
日
（
火
）

○
試
験
地　

熊
本
市

　

受
験
願
書
な
ど
は
、
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
、
熊
本
市
消
防

局
、
熊
本
県
内
消
防
本
部
、
熊
本
県
総

務
部
市
町
村
・
税
務
局
消
防
保
安
課
に

配
置
。

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

　

熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
１－

11－

4

　
　

熊
本
県
教
育
会
館
４
階

☎
３
６
４－

５
０
０
５

甲
種
防
火
管
理
資
格
取
得
講
習
会

○
日
時

↑

【
16
面
に
続
く
】

嘉島っ子「基本的な生活習慣」をはぐくむ連携カリキュラム
　24 時間型といわれる現代社会は、生活習慣が乱れやすい環境にあるといえます。夜型の大人が増えたのと同
様に、夜更かしをする子どもも増えています。
　生活習慣の乱れは、子どもの学習意欲や体力、気力に影響を及ぼします。このため、規則正しい生活習慣が
小さな頃から身につくように、日々実践することが大切です。
　そこで、嘉島町では「元気いっぱい！笑顔いっぱい！嘉島っ子」を目指して、町・保育園・幼稚園・小学校・
中学校が協力してお子さんの生活習慣について地域・家庭で実践してほしいことのちらしを作りました。各園、
小中学校で各家庭に順次配布予定ですので、ちらしにわが家のルールを話し合って記入し、ちらしをご家庭の
目のつくところに貼るなど日々の生活習慣の実践に役立ててみてください。
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９
月
５
日
（
木
）
９
時
～
16
時
50
分

　
　
　

６
日
（
金
）
９
時
～
15
時

○
会
場　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
（
御
船
町
辺
田
見
１
６
９
）

○
受
講
申
し
込
み
受
け
付
け

　

・
期
間　

�

８
月
１
日
（
木
）
～
23
日

（
金
）
平
日
８
時
半
～
17
時
、

上
益
城
消
防
本
部
予
防
指
導
課

※
会
場
の
都
合
で
先
着
70
人
。
申
込
書

は
上
益
城
、
山
都
、
蘇
陽
の
各
消
防
署
・

出
張
所
で
配
布
。消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
受
講
料　

４
０
０
０
円
（
申
請
時
に
徴
収
）

　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
指
導
課

☎
２
８
２－

１
９
６
３

障
が
い
の
あ
る
方 

職
業
訓
練
生

《
ビ
ジ
ネ
ス
技
能
資
格
取
得
科
》

○
受
講
対
象　

身
体
（
上
肢
・
下
肢
・

内
部
）、
精
神
、
発
達
、
難
病

○
定
員　

５
人

○	

内
容　

企
業
で
求
め
ら
れ
て
い
る

パ
ソ
コ
ン
技
能
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ

ル
）
を
習
得
し
、
資
格
取
得
ま
で
を

目
指
す
訓
練
で
す
。

○
募
集
期
間　

～
７
月
31
日
（
水
）

○
訓
練
期
間　

９
月
３
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
28
日
（
木
）

○
経
費　

テ
キ
ス
ト
代

○
日
時　

８
月
10
日
（
土
）

　

相
続
・
遺
言
法
律
教
室

　
　

13
時
～
13
時
50
分

　

無
料
相
談
会　

　
　

14
時
～
16
時

○	

会
場　

御
船
町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
（
御
船
町
木
倉
１
１
６
８
）

○
内
容　

相
続
・
遺
言
に
つ
い
て
の
全

般
的
な
事
項

※
予
約
は
不
要
で
す　
　
　
　

　
　

熊
本
県
司
法
書
士
会
宇
城
支
部

　
　
　

担
当　

和
田

　
　

☎
０
９
６
４－

４
７－

２
３
７
０

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者 

　
　
総
合
相
談  

セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
出
張
相
談
会
in
益
城

　
「
こ
れ
か
ら
の
将
来
が
不
安
」「
人
間

関
係
で
悩
ん
で
い
る
」「
学
校
に
行
け

な
い
（
行
き
た
く
な
い
）」「
学
校
を
辞

め
て
し
ま
っ
た
」「
働
く
気
が
起
き
な

い
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
心
配
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ

　

�

３
０
０
０
円
～
６
０
０
０
円
（
税
抜

き
）
程
度

○
会
場　

　

�

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア
イ
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
く
ま
も
と
（
熊
本
市
中
央

区
水
前
寺
６－

51－

３　

シ
テ
ィ
ビ

ル
水
前
寺
３
Ｆ
）

　
　

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
２
９
７－

９
９
１
５

　
　

詳
し
く
は
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。

自
宅
で
仕
事
を
し
ま
せ
ん
か

○	

対
象
者　

障
が
い
者
な
ど
（
※
）
で

外
で
の
仕
事
に
無
理
の
あ
る
方
、
母

子
家
庭
の
母
親
な
ど
で
外
で
の
仕
事

に
無
理
の
あ
る
方
な
ど
（
※
「
障
が

い
者
な
ど
」
と
は
、
身
体
障
害
、
知

的
障
害
、
精
神
障
害
、
そ
の
他
適
応

障
害
や
発
達
障
害
な
ど
が
あ
り
、
外

で
の
仕
事
に
無
理
が
あ
る
方
）

○	

内
容　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活

用
し
て
の
就
業
や
テ
レ
ワ
ー
ク
体
制

で
の
仕
事
な
ど

　
　

在
宅
就
労
支
援
事
業
団

☎
２
１
３－

０
７
０
１

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

司
法
書
士
に
よ
る
相
続
・
遺
言 

法
律
教
室
、
無
料
相
談
会

　

ま
さ
か
の
と
き
に
備
え
る
た
め
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

↑

【
15
面
か
ら
続
く
】

休日当番医

７月14日（日）田上皮ふ科クリニック（御船町）�
� ☎２８１－１１１２

７月15日（月・祝）のぐち皮ふ科（嘉島町）�
� ☎２３７－４１１２

７月21日（日）藤岡医院（御船町）�
� ☎２８２－０４０５

７月28日（日）古閑整形外科胃腸科医院（御船町）�
� ☎２８４－２０１０

８月４日（日）熊本回生会病院（嘉島町）�
� ☎２３７－１１３３

８月11日（日・祝）田上皮ふ科クリニック（御船町）�
� ☎２８１－１１１２

８月12日（月・振り替え）大久保耳鼻咽喉科医院（御船町）�
� ☎２８２－３９００

会
協
興
振
村
町
市
県
本
熊）
財
公
（

２

7

火

開
始
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↑

　

若
者
は
社
会
的
な
知
識
や
経
験
が
乏

し
い
た
め
、
も
う
け
話
な
ど
の
「
う
ま

い
話
」
に
誘
わ
れ
た
り
、
考
え
る
時
間

を
与
え
ら
れ
な
い
ま
ま
高
額
な
契
約
を

迫
ら
れ
た
り
、
思
わ
ぬ
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
に
遭
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
若

者
に
と
っ
て
ス
マ
ホ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
生
活

の
一
部
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
販
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
り
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
相
手
に
マ
ル
チ

取
引
や
も
う
け
話
の
勧
誘
を
さ
れ
た
り

し
て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
も
。

【
事
例
１
】

　

脚
を
細
く
し
た
い
と
思
い
、
人
気
ブ

ロ
ガ
ー
が
行
っ
た
と
い
う
エ
ス
テ
店
で

初
回
５
０
０
円
の
体
験
を
受
け
た
。
施

術
後
に
30
万
円
の
全
身
痩
身
（
そ
う
し

ん
）
の
コ
ー
ス
を
勧
め
ら
れ
た
。
全
身

は
望
ん
で
お
ら
ず
、
金
額
も
高
額
で
あ
っ

た
た
め
「
支
払
え
な
い
」
と
応
え
た
と

こ
ろ
、「
分
割
払
い
も
で
き
る
。
月
１

万
円
く
ら
い
だ
っ
た
ら
大
丈
夫
で
し
ょ

う
」
と
言
わ
れ
、
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。

【
事
例
２
】

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
い
、
誘
わ
れ
て
出

向
い
た
カ
フ
ェ
で
、
投
資
ソ
フ
ト
を
60

万
円
で
勧
め
ら
れ
た
。「
お
金
が
な
い
」

と
断
っ
た
が
、「
消
費
者
金
融
で
借
り

れ
ば
い
い
」
と
言
わ
れ
、
指
示
通
り
、

年
収
や
借
り
る
目
的
を
偽
っ
て
借
り
て

し
ま
っ
た
。
人
を
勧
誘
す
れ
ば
８
万
円

も
ら
え
る
と
聞
い
て
い
た
が
、
説
明
と

異
な
り
簡
単
に
は
も
う
か
ら
な
い
。

【
必
要
が
な
け
れ
ば
断
る
】

　

う
ま
い
話
を
持
ち
掛
け
ら
れ
た
り
、

判
断
に
迷
う
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
た

り
し
た
場
合
は
、
い
っ
た
ん
そ
の
場
を

離
れ
、
冷
静
に
な
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

不
必
要
な
契
約
は
勇
気
を
出
し
て
き
っ

ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
「
お
金
が
な
い
」
と
断
っ
て
も
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
や
借
金
を
勧
め
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
お
金
が
な
い
」

と
い
う
断
り
方
は
相
手
に
付
け
入
る
隙

を
与
え
る
の
で
、
断
る
時
は
「
契
約
は

し
な
い
」
と
は
っ
き
り
伝
え
ま
し
ょ
う
。

借
金
を
勧
め
て
契
約
を
迫
る
事
業
者
を

信
用
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

【
家
族
の
見
守
り
も
大
切
】

　

家
族
が
子
ど
も
の
不
必
要
な
契
約

（
エ
ス
テ
契
約
で
39
万
円
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
分
割
払
い
）
を
発
見
し
、
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
で
契
約
解
除
に
至
っ
た
事
例
も

あ
り
ま
す
。
若
者
は
お
金
に
未
熟
な
た

め
、
家
族
が
し
っ
か
り
見
守
る
こ
と
も

大
切
で
す
。

《
若
者
に
多
い
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
》

見
守
り
新
鮮

情
報
7
月
号

さ
い
。
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
、
関

係
者
の
方
で
も
大
丈
夫
で
す
。
一
人
で

抱
え
込
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

○
相
談
日　

７
月
25
日
（
木
）

○
時
間　

10
時
～
16
時
（
15
時
半
ま
で

に
ご
来
所
く
だ
さ
い
）

○
会
場　

�

益
城
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は

ぴ
ね
す　

会
議
室
1

○
料
金　

無
料

○
対
象　

主
に
15
～
39
歳
ま
で
の
方
と

そ
の
ご
家
族
、
友
人
、
知
人
、
支
援
者

な
ど
。

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー　

～
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ　

こ
こ
ん　

～

☎
３
８
７－

７
０
０
０

（
月
～
金　

８
：
30
～
21
：
00
）

メ
ー
ル

kow
aka-cocon@

w
ind.ocn.ne.jp

Ｈ
Ｐ

http://kow
aka-cocon.jp/

心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

７
月
24
日
（
水
）
弁
護
士

　

８
月
28
日
（
水
）
弁
護
士

　

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電

話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
定
員

（
原
則
４
人
）
に
な
り
次
第
、
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

○
会
場　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議

室○
時
間　

13
時
半
～
15
時
半

　
　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
の
契
約
問
題
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
質
商

法
な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

に
向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
い
い

の
か
し
ら
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
全
て
の
町
で
相
談
で
き

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
６－

３
２
１
０

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
２
２
６

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２
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「後期高齢者医療被保険者証（保険証）」の更新

「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」更新の手続きなど
　■現在「限度額適用・標準負担額減額認定証」（黄色）、「限度額適用認定証」（桃色）をお持ちの方
　　　令和元年７月３１日で有効期限が切れますので、新しい「限度額適用･標準負担額減額認定証」（オレンジ色）また

は「限度額適用認定証」（桃色）を７月中に郵送します。８月１日からご使用ください。
　■新しく申請が必要な方
　　　所得区分Ⅰ・Ⅱの方および現役並み所得者Ⅰ・Ⅱの方は、外来および入院で受診される際に利用できる場合があ

りますので、「限度額適用・標準負担額減額認定証（以下「減額証」という）」または「限度額適用認定証（以下
「限度証」という）」をお持ちでない方は、役場の担当窓口に申請してください。

　　　【申請に必要なもの】　•後期高齢者医療被保険者証　　•印鑑

　■入院・外来時の自己負担限度額および入院時の食事代
負
担
割
合

所得区分 入院時の食事代 
（１食当たり）

「減額証」
「限度証」
発行の有無

外来
( 個人単位 )

外来＋入院
（世帯単位）

３　
割

現役並み所得者Ⅲ
( 住民税課税所得

690 万円以上の方 )

252,600 円＋（総医療費－ 842,000 円）× 1%
＜多数回 140,100 円＞

460円
指定難病者の方
などは 260 円の
場合もあります

発行なし
申請不要

現役並み所得者Ⅱ
( 住民税課税所得

380 万円以上の方 )

167,400 円＋（総医療費－ 558,000 円）× 1%
＜多数回 93,000 円＞

発行あり
申請が必要

現役並み所得者Ⅰ
( 住民税課税所得

145 万円以上の方 )

80,100 円＋（総医療費－ 267,000 円）× 1%
＜多数回 44,400 円＞

発行あり
申請が必要

１　
割

一　般 18,000 円
（年間上限 14.4 万円）

57,600 円 発行なし
申請不要4 回目以降〈44,400 円〉（※ 1）

区分Ⅱ
（※ 2） 8,000 円 24,600 円

過去 12 カ月で 
90 日までの入院 210円

発行あり
申請が必要過去 12 カ月で 

91 日目からの入院　
160 円（※ 4）

区分Ⅰ
( ※ 3） 8,000 円 15,000 円 100円 発行あり

申請が必要

◎入院時の食事代について、療養病床に入院する場合は金額が異なりますので、入院時に医療機関にお尋ねください
（※1）過去12カ月以内に外来＋入院の限度額を超えた支給が4回以上あった場合、4回目以降は＜＞内の金額となります。
（※2) 区分Ⅱとは、世帯の全員が住民税非課税の方（区分Ⅰ以外の方）。
（※3）区分Ⅰとは、世帯の全員が住民税非課税で、世帯全員の所得が0円の方（年金の所得控除額を80万円として計算）。
（※4）過去12カ月以内の入院日数が90日を超えた場合は、長期入院の申請により食事代が160円になります。

【お問い合わせ先】役場町民課保健係　☎ 237-2574

　現在お持ちの保険証（黄色）の有効期限は、令和元年７月 31 日までとなっています。
　新しい保険証（オレンジ色）は、７月中に簡易書留で郵送いたしますので、８月１日からは新しい保険証を
お使いください。新しい保険証に記載してある一部負担金の割合は、令和元年度の市町村民税の課税所得をも
とに判定しています。
　なお、現在お持ちの保険証（黄色）は、８月１日以降に、嘉島町町民課保健係へお返しいただくか、各自で
の処分をお願いいたします。
【一部負担金の割合】

同一世帯の後期高齢者医療被保険者のうち、市町村民税
の課税所得が145万円以上ある方がいる世帯の被保険者

　一部負担金の割合は
　（病院等での窓口負担）　３	割

上記条件に該当しない世帯の被保険者 　一部負担金の割合は
　（病院等での窓口負担）　１	割

※�新しい保険証の裏面に臓器提供の意思表示欄がありますので、臓器提供の意思表示をする際は、ボールペンで記入してください。なお、
個人情報保護のためのシールを担当窓口に用意しておりますので、詳しくは役場町民課保健係へお問い合わせください。

（※１）

（※１）

（※１）
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子宮頸（けい）がん・乳がん、肝炎ウイルス
無料検診

　嘉島町が実施する「がん検診」において下記の対象となる方に、検診費用が無料になるクーポン券
（肝炎ウイルス検診対象者には通知）を６月中旬に送付しています。「がん検診」の受診機会を提供し
受診促進を図るとともに、がんの早期発見と、正しい健康意識の普及啓発、健康の保持増進を図るこ
とを目的とした国の補助事業です。この機会に、ぜひ検診をご受診ください。
※町の集団検診（８月 27日～９月１日に実施）で受診される場合は、事前申し込みが必要です。

子宮頸がん検診の対象となられる方  
年齢 生年月日（年齢基準日：4月 1日）

20 歳（女性） 平成 10（1998）年 4月 2日～平成 11（1999）年 4月 1日

乳がん検診の対象となられる方  
年齢 生年月日（年齢基準日：4月 1日）

40 歳（女性） 昭和 53（1978）年 4月 2日～昭和 54（1979）年 4月 1日

肝炎ウイルス検診の対象となられる方  
年齢 生年月日（年齢基準日：4月 1日）
40 歳 昭和 53（1978）年 4月 2日～昭和 54（1979）年 4月 1日
45 歳 昭和 48（1973）年 4月 2日～昭和 49（1974）年 4月 1日
50 歳 昭和 43（1968）年 4月 2日～昭和 44（1969）年 4月 1日
55 歳 昭和 38（1963）年 4月 2日～昭和 39（1964）年 4月 1日
60 歳 昭和 33（1958）年 4月 2日～昭和 34（1959）年 4月 1日

事前申し込み・お問い合わせ先：役場町民課保健係☎ 237-2574

　熊本県では、７月を「愛の血液助け合い運動」期間として、広く県民の皆さんに献血の呼び掛けを
行っています。夏場は長期の休みや暑さにより、献血者が減少することが心配されています。今まで
に献血の経験がない方も、ぜひ、この機会に献血へのご協力願います。

４００㍉㍑献血・成分献血にご協力ください。
みんなで、献血の輪を広げましょう！

献血へのご協力を
お願いします。

けんけつちゃん ©2010 熊本県くまモン

７月は「愛の血液助け合い運動」の期間です
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〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎ 282-1110　内線 261 ～ 265）

地域安全ニュース ～みんなでつくろう
  　　　　安全・安心の街～
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○交通事故・刑法犯の発生状況	 （件数）５月末現在

交通事故 刑 法 犯

け
が

（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
　
引

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

R1.5 3 58 0 0 1 0 0 0

R1累計 18 266 0 0 14 1 0 1

前年比 -5 +12 ± 0 ± 0 ± 0 -1 ± 0 -4

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

R1.5 13 157 1 0 1 1 0 0

R1累計 59 769 5 0 15 8 0 3

前年比 -17 -124 -1 -1 -3 -5 -1 -5

　夏場に増えやすい犯罪を知っていますか？

　この時期は、自転車盗、色情狙い（ベランダなどに干され

ている下着を盗む犯罪）などが例年増加しています。

　また、夏休みで長期不在宅や深夜外出などが増えることか

ら、空き巣、車上狙い、強制わいせつなどの被害増加も考え

られますので、防犯対策して被害を防止しましょう。

みんなで防犯
～夏場に増えやすい犯罪～

◆　防犯対策で被害の未然防止　◆

●  鍵掛けの徹底
● 自宅や車両に貴重品などを置きっ放しにしない
● 下着などは外から見える所に干さない
● 夜間は明るく人通りの多い道を通る
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嘉島町食生活改善推進員協議会

嘉島町食生活改善推進員です！

【食生活改善推進員の活動って？】
　「私たちの健康は私たちの手で」というスローガンのもとに「食を通した健康づくりのボラン
ティア」として地域に出向いて活動をしたり、また月に一度学習会を行ったりしています。

食育推進シリーズ

熱中症に注意しましょう！
　熱中症は梅雨明けの 7 月から 8 月に多発する傾向にあります。 これからの季節、余暇を利用し外
出する機会も増えると思いますので、熱中症対策を心掛け、楽しく夏を過ごしましょう。

【熱中症の症状】
　○めまい、立ちくらみ、手足のしびれ、筋肉のこむら返り、気分が悪い
　○頭痛、吐き気、嘔吐（おうと）、倦怠（けんたい）感、虚脱感など
　○返事がおかしい、意識消失、けいれん、からだが熱い

【熱中症の予防のために】
　室内では・・・	 外出時には・・・

　　▶扇風機やエアコンで温度を調節 ▶日傘や帽子の着用
　　▶遮光カーテン、すだれ、打ち水を利用 ▶日陰の利用、こまめな休憩
　　▶室温をこまめに確認 ▶天気のよい日は、日中の外出を
　　▶ WBGT 値※も参考に 　できるだけ控える
　からだの蓄熱を避けるために
　　▶通気性のよい、吸湿性・速乾性のある衣服を着用する
　　▶保冷剤、氷、冷たいタオルなどで、からだを冷やす
　　※WBGT値：	気温、湿度、輻射（放射）熱から算出される暑さの指数
	 運動や作業の度合いに応じた基準値が定められています。
	 環境省のホームページ（熱中症予防情報サイト）に、観測値と予想値が掲載されています。

　
　室内でも、外出時でも、のどの渇きを感じなくても、　こまめに水分・塩分、
経口補水液※などを補給する
　　※水に食塩とブドウ糖を溶かしたもの

　  　

　「熱中症」は、高温多湿な環境に長くいることで、徐々に体内の水分や塩分のバランスが崩れ、体温
調節機能がうまく働かなくなり、体内に熱がこもった状態を指します。屋外だけでなく室内で何もして
いないときでも発症し、救急搬送されたり、場合によっては死亡することもあります。
　熱中症について正しい知識を身につけ、体調の変化に気をつけるとともに、周囲にも気を配り、熱中
症による健康被害を防ぎましょう。

【6 月は「ブルーサークルメニュー」について勉強しました】
　ブルーサークルメニューとは、おいしくてエネルギーが過剰にならない。し
かも、健康増進の期待できる外食メニューです。管理栄養士が監修し、糖尿病、
メタボリックシンドロームなどの持病を持った方でも安心して外食も楽しめる
ように開発されたものです。
　町内にも取り組んでいる飲食店、弁当店などがあります。
興味のある方は、役場町民課でパンフレットを配布していますので、お問い合
わせください（数に限りがあります）。
※ ブルーサークルメニューの定義は、熊本県内の飲食店・弁当店・惣菜店が考案した外食

メニューで、総エネルギーが 600㌔㌍未満、塩分が 3㌘以下のランチメニュー、もしく
はコースメニューです。

暑さを避ける

こまめに水分を補給する

おいしく
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嘉島町民会館　ホール「アクア」催し案内

○	催しの正式なスケジュールなど詳細は各主催者にご確認ください。「アクア」の予約状況は、嘉島町ホームペー
ジ（公共施設→嘉島町町民会館）でご覧になれます。

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。　詳細は主催者へお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎ 237-0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。
○施設概要：
　≪住所≫〒 861-3102　嘉島町大字下六嘉 1564 番地　☎ 237-5555　≪利用時間≫９：00 ～ 22：00　
　≪駐車場≫あり  　≪アクセス≫イオンモール熊本から車で約５分 九州自動車道御船ＩＣから車で約５分
　≪施設≫◇テニスコート：砂入り人工芝テニスコート２面
　　　　　◇野球場：両翼 90 ｍ、センター 113 ｍ、内野グラウンド混合土、外野天然芝、ナイター照明６基、
　　　　　　軟式野球・ソフトボールの試合、練習に利用可 
　　　　　◇多目的競技場：人工芝広場　サッカーコート　105 ｍ× 68 ｍ、陸上トラック　400 ｍトラック６レーン 
　　　　　◇管理棟：会議室１室、多目的室１室、男女更衣室、男女トイレ

　※ 8 月 31 日（土）と 9 月 1 日（日）は、「江津湖花火大会 2019」開催に伴うバス乗降場所となりますので、嘉島
町総合運動公園は終日、臨時休園とします。ご迷惑をお掛けいたしますが、どうかご理解、ご協力願います。

各種大会等予定 6 月 19 日現在
月 日 曜 大　会　名 場　所 開始時間 主　催　者

７

13 土 第 69 回上益城郡民体育祭軟式野球競技 野球場 12:00～ 上益城郡体育協会
14 日も開催

14 日 第 69 回上益城郡民体育祭サッカー競技 競技場 10:00～ 上益城郡体育協会

20 土 第 9 回ライジングカップ U10 親善サッカー大会 競技場 ９:00～ 子ども未来ラボ

21 日 第 9 回エンペラーカップ 野球場 ８:00～ 上野商事　28 日も開催

21 日 RKK カップ第 26 回全国クラブチームサッカー選手権 競技場 ８:00～ 熊本県サッカー協会

24 水 FC バルセロナサッカースクールミニキャンプ 競技場 ９:00～ FC バルセロナサッカースク
ール福岡校　25 日も開催

27 土 合同トレセンデー 競技場 ９:00～ 熊本県サッカー協会

28 日 熊本県ミドルサッカーリーグ 競技場 ９:00～ 熊本県サッカー協会

８

3 土 第 3 回 PENALTY カップ親善サッカー大会 競技場 ８:00～ PENALTY 実行委員会
4 日も開催

3 土 第 1 回熊本暴れん坊ガールズ招待女子中学生軟式野球
九州大会 野球場 ８:00～ 女子中学生軟式野球九州大

会実行委員会　4 日も開催

11 日 嘉島町軟式野球協会会長旗大会 野球場 ９:00～ 嘉島町軟式野球協会

18 日 第 9 回エンペラーカップ 野球場 ８:00～ 上野商事　25 日も開催

24 土 第 5 回火の国サマーフェスティバル 競技場 ８:00～ 子ども未来ラボ実行委員会

25 日 高円宮杯 JFA U-15 サッカーリーグ 2019 九州 競技場 ９:00～ 九州サッカー協会

月 日 曜 イベント名 開演時間 入場料 主催者（問い合わせ先）

7 28 日 第 10 回　Ｍ．ダンスカンパニー 18:00 無料 Ｍ．ダンスカンパニー
☎ 202-1462

8 10 土 サマーコンサート 10:30 
13:30 無料 金谷　由美子

☎ 090-7169-6410

8 31 土 第３回みらい発表会 10:00 無料 子ども支援室みらい嘉島教室
☎ 237-5888

嘉島町総合運動公園
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日の場合、翌日の火曜に休館します。
なお、休館日もブックポストはご利
用いただけます。

《７～８月の休館日》
７月 16、	22、29日
８月 5、13、19、26日
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おすすめ本
泣くな研修医 
 中山　祐次郎
ベルリンは晴れているか 
 深緑　野分
ゼロトレ 
 石村　友見
医師が教える「1日3分音読」で若くなる！ 
 大谷　義夫
これからを生きる君へ 
 天野(あまの)　篤(あつし)
13歳からの「気もちを伝える言葉」事典 
 矢野　耕平　
名探偵コナン推理ファイル 九州地方の謎 
 原作・青山剛昌
30分でできる伝統おやつ　夏のおやつ 
 伝統おやつ研究クラブ編
まちんと 
 文・松谷みよ子　絵・司　修
それしかないわけないでしょう 
 ヨシタケシンスケ

　夏休みの手作り体験として、絵手紙に挑戦してみませんか？　
絵手紙とは「絵」に「言葉」を添えた手紙のことです。むず
かしい知識はいりません。素朴で温かなタッチで自由に表現
してみましょう。

日　　時：８月 19日（月）13：30～ 15：00
会　　場：嘉島町民会館内図書室
対 象 者：小学生（児童のみ）先着 30人
参 加 料：１人１００円
準備する物：不要
申し込み方法：学校を通じてお配りするチラシの申込書で。
締し切り：８月２日（金）

　　　　　　　　　申込書提出（問い合わせ）先
	 嘉島町教育委員会（町民会館図書室）
	 ☎ 237-0058　Fax237-1299

夏休み手作り体験
　　　　～家族に絵手紙を書こう～
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人権問題の正しい理解のために 〔その325〕
さまざまな
　　　課題

　障がい者を取り巻く問題については、「ノーマライゼーション」の考え方に基づき、さまざま
な取り組みが行われてきましたが、障がい者に対する誤解や偏見、理解のない行動など、いま
だ多くの課題が存在しています。
　障がいのある人が、ありのままで受け入れられ、不利益を受けることなく生活できる社会は、
誰にとっても暮らしやすい社会であるはずです。
　このような社会の実現のためには、障がいのある人が日常生活や社会生活で受けている制
限や制約をなくすために必要な変更および調整（合理的配慮）を行ったり、障がいや障がい者
のことを正しく理解し、日常的な触れ合いや交流を深めたりすることが大切です。

◎人権に関するご相談がある方は、嘉島町文化センターで随時、受け付けています。ご相談内
容によって、担当課や専門機関をご紹介します。
　平日　８：３０～１７：１５　☎２３７－０４６４（嘉島町上六嘉９１７）

※熊本県人権同和政策課　啓発資料より

共に生きるために…

広報かしま2019.7

24



Summer�is�hitting�fast.�It’s�getting�very�warm�
outside.�In�May,�I�attended�two�Sports�Days.�
One�at�the�Junior�High�School.�And�the�second�
at�Nishi�Elementary�School.�Both�were�very�
exciting,�and�I�think�all�the�students�did�very�
well.�Canada�does�not�have�Sports�Day�as�Japan�
does.�I�think�it�would�be�fun�to�have�a�Sports�
Day�in�Canada.�At�Nishi�Elementary�School�I�
got�to�participate�in�the�teachers’�relay�race.�
I’m�happy�I�got�to�participate!
Last�weekend,�on�June�8th,�I�went�to�Fukuoka.�
In�Fukuoka,� I� saw�a�kabuki�performance�at�
Hakataza� Theater.� This� was� my� first� time�
seeing�kabuki.� I� saw�three�different�plays.� I�
saw� Yaegiri� Kuruwa� Banashi,� Tsuchigumo,�
and�Gonza�to�Sukeju.�My�favourite�performance�
was� Tsuchigumo.� I� thought� the� spider�was�
amazing�and�all�of�the�actors�were�very�good.�
I’m�happy�I�got�to�see�a�kabuki�performance�
in�Japan.�In�Fukuoka,�I�also�went�to�a�Buddhist�
temple�and�that�was�also�a�lot�of�fun.
Until�next�month!

　早くも夏がきています。外はとても暑くなってき
ました。�5 月に、私は嘉島中の体育大会と嘉島西
小の運動会に参加しました。両方とも生徒児童がと
てもよく頑張っていて、楽しかったです。カナダに
は日本のような体育大会や運動会はありませんが、
カナダでやれたらきっとおもしろいと思います。嘉
島西小で、私は先生たちのリレーに参加することが
できました。参加できてうれしかったです。
　先週末（６月８日）、私は福岡へ行きました。福
岡では博多座で歌舞伎を鑑賞しました。私は初めて
歌舞伎を体験。私は三つの異なる演目を楽しみまし
た。『八重桐廓噺（やえぎりくるわばなし）』『土蜘
蛛（つちぐも）』『権三と助十（ごんざとすけじゅ
う）』です。私の一番好きな演目は『土蜘蛛』でし
た。クモがすごくて、役者も皆とてもよかったです。
日本で歌舞伎を鑑賞できてうれしかったです。福岡
では、お寺にも行きました。そこもまた楽しかった
です。
　また来月！

（６月 17 日作成）

McIlvride Madeline Marie

Summer Heat

夏の暑さ

外国語指導助手（ALT)

HELLO
Kashima

初めて体験した歌舞伎鑑賞の舞台は…

よ～く見て！　石仏さんの足元に…
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大野　ツチエ
（上島）

　
　

浦
本　

陽
向
さ
ん
（
嘉
島
西
小
５
年
）

　　　　福本　シズ子さん（井寺）

風
に
ゆ
れ
る
一
つ
結
び
の
長
い
髪
自
転
車
に
乗
る
二
人
笑
っ
て	

大
塚
シ
ズ
子

「
平
成
」
の
「
平
和
」
の
時と

き
よ代
「
令
和
」
へ
と
願
い
揺
る
ぎ
な
く
伝
わ
り
ゆ
か
な	

川
原
　
涼
子

暁
の
裏
の
森
よ
り
聞
こ
え
く
る
歓
び
交
わ
す
小と

り鳥
の
声
ご
え	

北
澤
喜
美
子	

み
ず
色
の
悲
し
み
を
お
き
去
り
に
し
て
平
成
が
ゆ
く
四
月
尽
日	

工
藤
　
明
子

フ
ラ
イ
パ
ン
に
蓋
を
か
ぶ
せ
て
浅
蜊
貝
の
口
あ
く
を
待
つ
孫
の
目
四
つ	

栗
﨑
　
廉
子

金
に
熟
れ
炎
の
よ
う
に
ゆ
れ
や
ま
ぬ
夕
日
の
中
の
風
の
麦
畑	

境
　
　
益
代

祭
壇
の
遺
影
の
友
は
微
笑
め
ど
さ
や
う
な
ら
さ
へ
云
は
ず
逝
き
た
り	

津
出
ト
ヨ
子

た
ば
こ
屋
の
面
影
残
る
家
の
横
錆
び
た
ポ
ス
ト
に
手
紙
を
入
れ
る	

冨
永
　
照
代

数
独
を
三
〇
分
で
解
け
た
よ
と
数
を
た
の
し
く
一
人
喜
ぶ	

西
岡
　
幸
止

さ
緑
の
中
に
野
苺
あ
か
あ
か
と
立
夏
の
光
浴
び
て
ま
あ
ー
る
く	

橋
本
ユ
キ
子

薔
薇
談
義
テ
ラ
ス
に
出
で
て
聴
き
お
れ
ば
友
の
瞳
に
妖
精
宿
る	

林
　
ひ
ろ
み

鵯
に
啄
ま
れ
て
も
新
し
き
蕾
を
立
て
る
こ
の
紫
木
蓮	

本
住
　
晴
美

父
母
の
村
に
そ
び
え
る
大
樟
は
精
霊
宿
る
鎮
守
の
森
に	

山
下
せ
い
子

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

かしまの文化

ちぎり絵 日本画

「
ア
イ
リ
ス
」

「夏が来た」
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６月の
　　	町長の動き

荒木町長談

２日� ・第43回嘉島町一般男女バレーボール大会
� ・�健康寿命の延伸を支える健康生活応援講座「人が元

気！町が元気！かしま健康塾」
３日� ・庁内常会、課長会議
� ・嘉島町農業振興地域整備促進協議会
� ・九州中央自動車道建設促進期成会総会
� ・熊本県さわやか長寿財団理事会
４日� ・町議会定例会　・熊本県町村会評議員会
５日� ・熊本県林業従事者育成基金定時評議員会
� ・熊本県環境整備事業団理事会
� ・熊本県緑化推進委員会総会
� ・熊本県移植医療推進財団評議員会
６日� ・町議会定例会　・国と地方の協議の場

７日� ・国民健康保険中央会来庁応対　・甲佐町やな開き
10日� ・全国市町村研修財団理事会
11日� ・課長会議　・松前重義記念館運営委員会
12日� ・上益城地域振興局土木部長来庁応対
� ・嘉島町社会を明るくする運動実施委員会
� ・嘉島町進出企業連絡協議会総会
13日� ・熊本県多面的協議会総会　・町村の振興を考える会
14日� ・千里株主総会　・全国町村会正副会長会
� ・全国自治協会理事会、評議員会
� ・全国町村会理事会
� ・総務大臣による市町村向け講演会
16日� ・献穀事業御田植祭
17日� ・地方公共団体金融機構代表者会議
18日� ・課長会議
� ・嘉島町社会福祉協議会評議員会、新役員会
� ・広島県坂町民生委員協議会研修来庁応対
� ・ふるさと農地未来づくり運動推進本部会議
19日� ・熊本県暴力追放運動推進センター評議員会
20日� ・熊本県文化協会長来庁応対
� ・令和元年度第1回民生委員推薦会
� ・熊本県農業会議総会
� ・熊本県建設技術センター評議員会
21日� ・JA上益城第18回通常総代会
� ・熊本県市町村職員共済組合理事会、組合会
22日� ・自民党県連各種団体の県への予算要望に回答する会
24日� ・課長会議　・熊本県町村会政府への要望活動
25日� ・デサキ熊本嘉島店起工式　・嘉島年金連盟総会
26日� ・上益城郡消防組合臨時議会　・嘉島町教職員研修
27日� ・熊本県共同募金会評議員会、理事会
� ・上益城郡主要事業説明会
28日� ・九州電力熊本東営業所長来庁応対
� ・嘉島町青少年育成町民会議
� ・熊本県農業信用基金協会総会、理事会
� ・御船地区防犯協会連合会評議員会
29日� ・北甘木公民館（みんなの家）完成イベント

　

こ
の
た
び
、
次
の
方
々
よ
り
嘉

島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地
域

福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
」
と
香
典
返
し
に
代
え
て
、
多

額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

髙
松　

斉　

様
（
井
寺
）

　
　
　

亡
ス
ミ
子　

様

　

田
端　

義
雄　

様
（
三
郎
無
田
）

　
　
　

亡
賀
子　

様　

　

中
林　

恵　

様
（
鯰
）

　
　
　

亡
ト
シ
子　

様

　

井
手
田　

は
ま
え　

様
（
上
島
）

　
　
　

亡
義
昭　

様

　

宮
本　

新
也　

様
（
北
甘
木
）

　
　
　

亡
馨　

様

　

三
浦　

悟　

様
（
上
六
嘉
）

　
　
　

亡
ヨ
シ
エ　

様

　

工
藤　

和
之　

様
（
下
六
嘉
）

　
　
　

亡
サ
カ
ヱ　

様

　

髙
松　

セ
ツ
子　

様
（
井
寺
）

　
　
　

亡
不
可
止　

様
６
月
14
日
現
在

　

今
年
も
梅
雨
、
台
風
と
、
風
水
害
が
気
掛
か
り

な
時
季
。
麦
刈
り
か
ら
田
植
え
と
続
く
農
繁
期
の

空
模
様
に
は
気
を
も
み
、「
災
害
な
く
豊
か
な
実

り
を
」
と
い
う
願
い
は
平
成
と
同
様
、
令
和
も
変

わ
り
ま
せ
ん
。

　
「
災
害
の
時
代
」
と
も
言
わ
れ
る
平
成
。
た
だ

嘉
島
町
の
場
合
、
人
口
や
企
業
誘
致
な
ど
各
種
の

統
計
デ
ー
タ
は
「
ま
さ
に
飛
躍
す
る
町
」
を
指
し

示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
町
の
勢
い
を
「
令
和
へ
つ
な
い
で
い
く
」

と
の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
先
に
本
欄
で
報

告
し
た
よ
う
に
新
天
皇
ご
即
位
に
ち
な
む
皇
室
行

事
に
参
列
し
て
連
綿
と
受
け
継
が
れ
る
伝
統
に
触

れ
、
守
る
べ
き
も
の
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た

せ
い
で
し
ょ
う
。

　

都
内
の
喧
（
け
ん
）
騒
を
忘
れ
さ
せ
る
宮
中
の

静
寂
、
こ
ん
も
り
と
し
た
緑
の
中
、
思
い
浮
か
ん

だ
の
は
わ
が
家
の
近
く
を
流
れ
る
水
路
の
カ
ル
ガ

モ
た
ち
。
何
げ
な
い
水
の
郷
（
さ
と
）
の
情
景
も

大
切
に
守
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。（７

月
１
日
）

大切にしていきたい水の郷、嘉島の情景から

官
邸
で
の
国
と
地
方
の
協
議
の
場
に

臨
ん
だ
荒
木
町
長

意

輪
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嘉島町の人口動態
令和元年６月30日現在

（前月比）

人   口 9,524 人　

　男　　 4,654 人　

　女　　 4,870 人

世帯数　 3,651 世帯　（＋10）
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町
の
「
食
の
名
人
」
の
お
宅
に
取

材
に
伺
っ
た
時
の
こ
と
。「
焼
肉
の

た
れ
は
自
分
で
作
っ
て
保
存
し
と
る

よ
〜
、簡
単
に
出
来
る
よ
」と
言
わ
れ
、

す
ご
い
な
ぁ
と
思
い
、
レ
シ
ピ
を
教

え
て
い
た
だ
き
、
い
ざ
実
践
。
タ
マ

ネ
ギ
や
ら
リ
ン
ゴ
や
ら
い
ろ
い
ろ
な

材
料
を
入
れ
て
作
業
す
る
こ
と
数
十

分
。
お
い
し
い
焼
肉
の
た
れ
に
感
動

で
し
た
。
皆
さ
ん
も
料
理
教
室
な
ど

で
名
人
の
レ
シ
ピ
に
出
合
っ
た
時
は

ぜ
ひ
試
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

（
宮
）

　（＋ 3）

　（＋ 9）

　（＋12）

　
嘉
島
町
図
書
室
（
町
民
会
館
）

の
「
サ
ン
ト
リ
ー
文
庫
」
に
５
月

23
日
、
各
種
新
刊
や
大
型
絵
本
な

ど
新
た
に
３
０
０
冊
余
り
が
加
わ

り
ま
し
た
。
２
年
前
の
文
庫
開
設

か
ら
今
回
の
増
冊
で
、
蔵
書
数
も

３
６
０
０
冊
を
超
え
ま
し
た
。

　
同
文
庫
は
、
北
甘
木
の
サ
ン
ト

リ
ー
九
州
熊
本
工
場
が
震
災
か
ら

完
全
復
旧
し
た
の
を
機
に
、
同
社

グ
ル
ー
プ
の
ご
厚
意
で
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
折
々
に
増
冊
さ
れ
、
文

庫
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

サ
ン
ト
リ
ー
文
庫

☎

 

ご両親：工藤　古史郎さん、宜子さん（井寺）

「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のうえsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

宮
部
　凛
咲（
り
い
さ
）
ち
ゃ
ん

平
成
30
年
10
月
９
日
生

工
藤
　咲
那（
え
な
）
ち
ゃ
ん

４
歳

♪リセおねえちゃん、
いつもあそんでくれてありがとう。

ご両親：宮部　亮さん、緋加里さん（上六嘉）

♡るかおねえちゃん、はるとおにいちゃん大好き！
たくさん遊ぼうね！！

「ほしいのは…」
森永　龍子さん（上六嘉）

今
月
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン絵

手
紙


